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「学校ボランティア」13年の歩み

はじめに

　中央教育審議会は，2015年12月，「これから

の学校教育を担う教員の資質能力の向上につい

て～学び合い，高め合う教員育成コミュニティ

の構築に向けて～」を答申し，「教員の経験年

数の均衡が顕著に崩れ始め，かつてのように先

輩教員から若手教員への知識・技能の伝承をう

まく図ることができない」という学校を取り巻

く環境変化の中で，「教員の養成・採用・研修

の一体的改革を推し進めるべきである」と述べ

ている。そして，教員養成に関する改革の具体

的な方向性の一つに，「実践的指導力の基礎の

育成に資するとともに，教職課程の学生に自ら

の教員としての適性を考えさせる機会として，

学校現場や教職を体験させる機会を充実させる

ことが必要である」として，「学校における諸

活動を体験させるための学校インターンシップ

や学校ボランティアの導入」が提案されている。

　ここで示されている「学校インターンシップ

や学校ボランティア」に関しては，神奈川大学

教職課程は，「学校ボランティア活動」の展開

と「学校ボランティア演習」の授業による「実

践的指導力の基礎の育成」をめざす取り組み

（JYSP＝神大・ユースサポート・プロジェクト）

をすすめてきた。この「学校ボランティア」＝

JYSPの取り組みは，文科省の実地視察（2011

年）において評価され，また，大学基準協会の

認証評価（2015年）においても高い評価を受

けた。本稿では，神奈川大学（横浜キャンパス）

教職課程における「学校ボランティア」の歩み

を報告する。

　教職課程が「学校ボランティア」の取り組み

を始めたのは2004年度であった。それまで，

教職課程の非常勤講師である元横浜市立中学校

長の高橋耕文先生から，小中学校の宿泊体験学

習のボランティアを授業で紹介され，単発で関

わっていた学生はいた。また2003年度には，

工学部4年生で横浜市の中学の数学教員を希望

する学生が，学校ボランティアを紹介してほし

いと申し出て，大学近隣の松本中学校の個別支

援学級のボランティアに週1 ～ 2日通い続け，

教員採用試験に合格することができた。

　このように，学校ボランティアに対する学校

からの要望と学生の関心が広がりつつあった

2004年度に，高橋先生から，浅間台小学校に

赴任された両角英之校長の学生ボランティアに

対する要望が伝えられた。ここから神奈川大学

教職課程の「学校ボランティア」が始まったの

である。

　本稿では， 2004－2016年の13年間の学校ボ

ランティアの歩みを報告するが，その歩みは大

きく３つの時期に分けられる。第１期（2004

－2009年度）は，学校からの要望と学生の関

心の広がりによって，活動先の学校と活動する

学生の数が増加した時期で， 1校3人から始まっ

て，12校50人にまで増えた量的拡大の時期であ

る。

　第２期（2010－2012年度）は，神奈川大学

が横浜市こども青少年局から「困難を抱える青

少年の進路選択支援事業」の委託を受けて，「神

大・ユースサポート・プロジェクト」（JYSP）
を立ち上げ，「学校ボランティア」を中心に，

地域を視野に入れた活動を展開した時期であ

り，量的拡大と，活動の発展と深化の時期であ

る。この時期の特徴は，事業を受託したことで

職員と学生アルバイトを雇用することができ，

そのサポートによって学生のボランティア活動

が定着し，「学生の学び」が広がり深まったこ

とである。

　第３期（2013－2016年度）は，神奈川大学

が神奈川区役所から委託を受け，「生活困窮家

庭の中学生の学習支援」に取り組むようになっ

た時期であり，活動の多様化と定着の時期であ

る。前期に引き続いて「学生の活動と学び」を

サポートする体制として，職員と学生アルバイ
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トに「学習アドバイザー」（元教員）を加える

ことができ，さらに「学生の学び」が広がり深

まっている。

　以上のように，神奈川大学教職課程が「学校

ボランティア」に取り組んできたのは，「学校

における諸活動の体験機会の充実による実践的

指導力の基礎の育成」につながる「学生の学び」

に価値を置くからであり，ここでは，その視点

から「学校ボランティアの13年」をふり返る。

Ⅰ．「学校ボランティアの始まり」から量的拡大へ（2004～ 2009）（1）

１．学校からの要望への対応
（2004～ 2006）

　2004年度には，学生たちに熱心に学校ボラ

ンティアをすすめていただいた高橋耕文先生

が，浅間台小学校に赴任された両角英之校長か

らの学生ボランティアに対する要望を伝えに来

学された。3人ほどの学生がボランティアを希

望し，週1～ 2回通うことになった。

　学生たちは，朝の始業前から学校に行って，

教師の手伝いをしたり，子どもたちと遊んだ

り，落ち着かない子どもの対応をしたり，と慣

れないことを一日やって，はじめはかなり疲れ

たようであった。しかし，慣れてくると，子ど

ものようすを嬉しそうに報告してくれるように

なった。そこで，学校での経験を記録しておく

ように促した。浅間台小学校では，金曜日に教

師たちが校内で授業を見合って，放課後に授業

研究会が行われていて，金曜日にボランティア

に行く学生は，授業研究会にも参加させても

らっていた。校長が学生ボランティアを要望し

たのは，「学校を開く」ことに向けてというこ

とで，継続的に通っている学生ボランティア

は，そのうちスタッフの一人として位置づけて

いただき，AT（アシスタント・ティーチャー）

と呼ばれていた。学生にとっては，子どもとの

関わりを学べるとても貴重な機会であった。

　浅間台小学校には， 2004年度から始まって，

その後も毎年， 3 ～ 4人の学生が週1 ～ 2日，

年間継続してボランティアに通った。そして毎

年，その中の1 ～ 2人が小学校の教員採用試験

に合格した。神奈川大学には小学校教員養成課

程がないので，小学校の教員免許は，卒業して

から他大学の通信課程等で取得する者が多い

が，小学校のボランティアには，そうした卒業

生が多く関わるようになった。

　2005年度には，浅間台小学校から紹介され

て，寺尾小学校にも3人の学生がATとしてボ

ランティアに行くようになった。その中の1人

は， 4 ～ 5月に子どもたちと関わった経験が， 6
月の教育実習と7月の採用試験の力になったと

いう。彼は，現役で出身県の中学校社会科の教

員採用試験に合格し，卒業までボランティア活

動を続けて学んでいた。寺尾小学校では，特別

支援教育の研究指定校として，特別支援教育を

教師の連携によって取り組んでいて，ボラン

ティアに行った学生は，その点で非常に勉強に

なったという。

　2006年度になると，ボランティア先の小学

校がもう1校増え，また中学校も増えた。浅間

台小学校・寺尾小学校に加えて，寺尾小学校か

ら紹介されて，大口台小学校にも1名行くよう

になった。中学校は，近隣の栗田谷中学校であ

る。中学校では，自分の教科の授業を参観した

り，授業の中で個別に支援が必要な生徒に関

わったりすることが多かった。また後期になっ

て，高橋耕文先生の紹介で，戸塚中学校の漆間

浩一校長（その後，横浜市教育委員会教育次長）

から要望があり， 2人の学生が「保健室登校」

の生徒たちの学習支援に関わることになった。

　以上が，学校からの要望に応えて学生がボラ

ンティアに行くようになった学校ボランティア
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の始まりから，徐々にボランティア先と参加学

生数が増加した2006年度までの活動の概略で

あるが，この間，教職課程として「学校ボラン

ティア通信」を2005年度にNo.1（2006.3.7），
2006年度にNo.2（2006.7.11），No.3（2006.9.26），
No.4（2007.2.24）と発行した。教職課程指導

室でアルバイトをしながら学校ボランティアに

行っている卒業生が中心になって編集したが，

学校ボランティア活動の記録として，そして，

ボランティア活動をしている学生には自分の活

動をふり返る機会になるように作成した。

２．教職課程としての積極的な展開
（2007～ 2009）

（１）ボランティア先の開拓と「学校ボランティ

　ア報告会」・「学校ボランティア情報交流会」

　2006年度までは，学校から要望があった場

合に学生に情報を提供し，関心がある学生がボ

ランティア活動を経験するという動きであっ

た。しかし，ボランティア活動に関わる学生の

成長に接した教員たちは，学生が子どもとの関

わり等の経験をし，そこから学ぶことでより実

践的な力を獲得できる機会として，学校ボラン

ティアの意義を実感し，2007年から教職課程と

して，より積極的に取り組んでいくことになっ

た。

　まず，神奈川区内の中学校数校に「ご相談と

お願い」（ボランティアの「御用聞き」）に複数

の教員で回って情報収集をし，年度始めに説明

会を開いた。30名以上の学生が参加し，学校

ボランティアに対する関心の広がりを感じた

が，平日の半日～ 1日を継続的にボランティア

に行くために確保するという時間的な都合がつ

かない学生も多く，結局，そのうち数人が，新

たにボランティア活動を始めた。なかでも，「保

健室登校」の生徒に関わる活動に対する関心は

高く，前年度から継続している2名を含めて5

名の学生が戸塚中学校に通った。

　こうして， 2007年度には，前年度から続けて

いる学生と新たに始めた学生を合わせて， 22名
の学生が， 7校で継続的な学校ボランティアに

関わった。そこで，学校での貴重な経験をふり

返って，お互いに報告し合い，そこから学ぶ機

会を何とか持ちたいと思い， 1 ヶ月に1回，学

生と教職課程の教員が共通に集まれる金曜日6

限に「学校ボランティア報告会」を計画した。

また， 7月にはボランティア先の校長等教員の

方々に参加いただき，学校と大学が情報交流を

めざす「学校ボランティア情報交流会」をおこ

なった。なお，「学校ボランティア通信」は，

No.5（2007.6.20），No.6（2007.6.20），No.7
（2008.1.29）を発行した。

　以上が，2007年度の学校ボランティアの取り

組みの概略である。学生がボランティア活動を

通して学ぶことができるためには，活動の中で

経験したことをふり返ることが重要であり，「学

校ボランティア報告会」に取り組んだが，具体

的にその機会（時間）をつくることがかなり難

しかった。そこで，学生も教員もそれを日常的

な取り組みとして臨んでいかれるように， 2008
年度に向けて授業としての位置づけを検討し

た。

（２）授業「学校ボランティア演習」の開設

　2008年度は，ふり返りの機会を日常的につ

くり出すのはかなり難しいという反省に立っ

て，学校ボランティアを巡る取り組みを「授業」

として位置づけた。授業科目は「総合演習」（2011

年度からは「学校ボランティア演習」）とし，

Ⅰ（前期）とⅡ（後期）を金曜日6限に開講し，

教職課程の教員5名が関わった。正規に登録し

た学生は数名であったが，すでに「総合演習」

履修済みの学生も参加した。学生たちは，おの

おの年間を通して週に半日～ 1日，小学校や中

学校で活動しており，月1回金曜日6限に，教

員と学生全員が参加するかたちで，それぞれが

学校で経験していることを報告し合い，学び合



─ 180 ─

神奈川大学心理・教育研究論集　第 41 号（2017 年 3 月 10 日）

うこととした。授業の参加人数はその時によっ

て違ったが，小学校グループと中学校グループ

というように， 2 ～ 3のグループに分かれて話

し合いをした。より具体的なことを話題にして

ふり返ってみると，特に同じ学校に行っている

場合には，同じ悩みを持っていたり，困ったり

していることが分かった。たとえば， 1校に5

人行っていても， 1日に行っているのは1人と

いうことであり，先生たちは忙しそうにしてい

るので，何か聞くこともできないでいたのであ

る。

　そこで，せっかく経験させていただいている

のであるから，その経験から問題を発見し，そ

の問題を考えることによって学校を理解し，よ

りよい教育活動をめざしていかれる力の形成に

つながるようなボランティア活動にするべきで

はないかと考え，前期の終りにボランティア先

の先生方に参加していただく「学校ボランティ

ア情報交流会」の折に，グループで先生たちと

話し合う機会を持つ取り組みをした。

　以上のように， 2008年度は，継続的なボラン

ティア活動とそのふり返りの場としての授業と

いう取り組みを中心に， 33名の学生が10校で

継続的なボランティア活動に関わった。なお，

学生が自らの活動をふり返った記録としての

「学校ボランティア通信」は，夏休み前の「情

報交流会」に向けて， 7月16日にNo.8（小学校

特集），No.9（戸塚中特集），No.10（松本中・

栗田谷中・老松中編），年度末にNo.11を発行

した。

（３）授業の充実と「学校ボランティア相談会」

　学生が教員になっていくにあたって必要とさ

れる「実践力」の形成に，学校現場での経験と

そのふり返りは必須であると位置づけ， 2009年
度には，月1回の授業と「学校ボランティア情

報交流会（活動先の先生方に参加していただい

て7月に開催）」も充実させて， 41名の学生が

12校で継続的な学校ボランティア活動を展開

した。また，「学校ボランティア通信」は， 7月
の「情報交流会」に向けて，No.12（戸塚中・

六角橋中編），No.13（松本中特別号），No.14（大

口台小・太尾小・白幡小バージョン）を発行し

た。

　なお，春休み及び来年度のボランティア活動

を新規の学生にも呼びかけるため，後期定期試

験終了時に「学校ボランティア相談会」を計画

した。ボランティア先ごとの「ボランティア通

信」の作成の取り組みなど，グループでの活動

の展開によって，学生が自主的に活動をすすめ

る機会が多くなり，「相談会」も学生の自主的

な動きですすめられた。

Ⅱ．JYSP（神大・ユースサポート・プロジェクト）の始まり（2010～）

１．JYSPの開始と地域への展開（2010）（2）

　神奈川大学では， 2010年度，横浜市こども青

少年局の委託事業「平成22年度　困難を抱え

る青少年に対する進路選択支援事業～小・中学

生を中心とした生活・学習支援モデル」を受託

した。事業の委託を申請するベースとなったの

は，教員をめざす学生たちが2004年度より行っ

てきた「学校ボランティア活動」である。学生

たちがボランティア先の学校で関わっているの

が，いわゆる「困難を抱える」子どもたちであ

り，その子どもたちの「今」をサポートするこ

とが，その子たちの将来の「進路選択支援」に

なると考え，「学校ボランティア活動」をさら

に展開するという内容で事業の委託を申請する

ことになった。

　事業の推進体制としては，教員と職員による
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プロジェクト推進体制を組み，教員をめざす卒

業生などをアルバイト・スタッフに雇用して，

学生のボランティア活動のコーディネートやサ

ポートをする体制を作ることにした。こうして

申請した事業の受託が7月中旬に決まり， 8月
から事業がスタートした。

　この事業を，神奈川大学では「神大・ユース

サポート・プロジェクト」（JYSP）と命名し，

具体的には三つのプロジェクトに取り組むこと

になったが，それまでの「学校ボランティア」

と違う点は，それぞれのプロジェクトを「地域

の課題」への取り組みとして展開しようと計画

したことである。すなわち，支援する小・中学

生を，学校という「点」だけではなく，地域と

いう「面」でとらえ，学校や地域の中で，小・

中学生－大学生－大人の「育ち合う関係」「育

ち合うコミュニティ」を展開させていかれるよ

うな方向性をめざした。三つのプロジェクトは，

2010年度は以下のようにスタートした。

（１）「学校ボランティア」―「神中ブロック」

　　をモデルとした包括的支援プロジェクト

　教職課程では，前述したように，2004年度か

ら大学の近隣を中心とする横浜市内の小中学校

でのボランティア活動に取り組んできた。 1校
（3名）から始まり， 2校（6名）， 4校（10名）， 7
校（22名）， 10校（33名）， 12校（41名）と着

実に増加し， 2010年度は， 12校で50名を超え

る学生ボランティアが活動していた。

　学生たちは，週に1日（あるいは半日）朝か

ら学校に行き，先生たちの補助をしながら，子

どもたちとの関わり方を実践的に学んでいた。

そこで出会うのは，さまざまな状況の中で「困

難を抱える」子どもたち―授業を落ち着いて受

けることが難しい，教室に入りにくい，授業に

ついていきにくい（外国籍で日本語が分からな

い子どもも含む）という子どもたち―である。

　学生たちにとっては，初めて出会う状況であ

ることが多いが，目の前に子どもがいて「待っ

たなし」なので「格闘」せざるを得ない。その

「格闘」を続けていきながら，現場で先生たち

から教えてもらったり，月に一回大学で行う学

生と教員による活動のふり返りで悩みを話し

合ったりする中で，子どもの状況を理解できる

ようになり，どのように関わったらよいか考え

られるようになる。学生たちが「格闘」を続け

ることができるのは，「先生，来週も来てくれ

る？」と言ってくれる子どもたちの存在だと，

彼らは言っていた。

　こうした学生のボランティア活動に対して，

学校側からは「とても助かっています」と感謝

の言葉をいただくが，それをどのように展開さ

せていくかについては，大学としてはそれぞれ

の学校にお任せの状況であった。そこで事業を

受託するにあたって，学生の活動をより活発に

するための大学のサポート体制を整備し，積極

的にニーズを把握することをめざした。

　幸い，大学の近隣の神奈川中学校・大口台小

学校・白幡小学校の三校が，「神中ブロック」

として小中連携の活動をすすめており，また地

域の人たちが学校を支援する「学校支援地域本

部」の取り組みをしていたため，その取り組み

の中に加えていただいた。そして，事業スター

トの8月には，小中学生が自分の将来の夢を描

く助けとなるように大人がさまざまな活動を紹

介する「神中ブロック・サマースクール」で，

地域の人たちとも活動することができた。この

ように，少しずつ「学校ボランティア」の取り

組みが，地域の人たちの子どもの成長を支援す

る活動にもつながり始め，「地域の学校」に対

する「包括的な支援」を展望できる可能性が感

じられるようになった。

（２）外国につながる子どもの支援プロジェクト

　横浜市では，外国籍の子どもだけではなく，

日本国籍でも外国にルーツがある子どもを「外

国につながる子ども」と言っている。「国際都

市・横浜」では，多くの小・中学校で，「外国
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につながる子どもたち」の存在は珍しくない。

しかし，そうした子どもたちが日本語を習得

し，学校での学習についていくことができるよ

うに支援することが課題であるにもかかわら

ず，学校で受け入れていくシステムが整ってい

ないため，日本語が分からない転校生が来る

と，学校はパニックになる。大学の私の研究室

にSOSが来て，中国人の留学生を連れていく

こともあった。

　そこで，プロジェクトの一つとして，大学が

位置する神奈川区内の小・中学校に在籍する

「外国につながる子どもたち」の支援に取り組

むことにした。秋から2 ～ 3カ月の準備期間を

経て， 1月22日（土）から隔週土曜日の午前中に

「JINDAIのびのび楽習塾」を始めた。初日は，

5名の中国出身の「生徒」と6名の日本人学生

と1名の中国人留学生が楽しく勉強した。

　準備期間には，スタッフが近隣の小中学校を

10校ほど回って，校長先生たちのご意見をき

きながら計画を立て，校長会でも説明させてい

ただいたので，宣伝や連絡などで学校の協力を

得ることができ，なんとかスタートすることが

できた。

（３）「青少年の居場所」プロジェクト

　中高生が気軽に集い，仲間や異世代との交流

やさまざまな体験を行える施設を，横浜市では

「青少年地域活動拠点」と位置づけ，「青少年

の居場所」の取り組みをしている。神奈川区で

は，大学の近くの神大寺地区センターにその拠

点が設置されていて，「神中ブロック・サマー

スクール」で出会った地域の人が運営責任者で

あったため，学生と相談してボランティアに行

くことにした。活動内容は，地区センターでの

「居場所」の提供と，近くの小学校体育館での

「スポーツ活動」（フットサル）である。

　「居場所」にはさまざまな中高生が遊びに来

るが，教員をめざしている学生たちは，そこで

「やってはいけないことをやっている」中高生

に対して，どのように接したらいいのか戸惑

い，注意をしなければいけないのではないかと

悩んだ。しかし，活動を始めて3カ月ほど経っ

て，それぞれ少しずつ自分のスタンスで接する

ことができるようになり，次のように言ってい

た学生もいる。

　「『遊んであげている』というのではなく，

『一緒に遊んでいる』というスタンスが一番

いいと感じています。・・・彼らより少しの

間長く生きている人生の先輩として，ロール

モデルになれたらいいなと考えるようになり

ました。そのためには，私から自分の事につ

いて紹介していく必要があるのではないかと

思います。」

　これは，中学校の教員をめざしていた女子学

生の言葉である。学生自身が異世代との交流の

経験が少ない中で生きてきて，異質な異世代と

出会って獲得した思いであるが，それを経験す

る環境が地域の人たちから与えられていたとい

える。

２．JYSPの活動による地域貢献と
　　行政との連携（2011～）

（１）「学生にとっての学び」が「大学として

　　の地域貢献」へ

　以上のように，JYSPの活動を地域への展開

という方向を意識してすすめたこともあって，

大学の内外で，JYSPが大学の地域貢献として

とりあげられるようになった。教職課程として

は，「学校ボランティア」を中心とするJYSP
の取り組みは，あくまで教員をめざす学生に

とっての「学び」となることが一番重要なこと

であるが，その「学生にとっての学び」となる

活動が，「大学としての地域貢献」になるとい

う点で，とても意味のある活動であると考えら

れる。JYSP 2年目の2011年は，JYSPの活動

がきっかけとなって，神奈川区や横浜市との連

携の動きが展開した。
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　まず， 2011年4月26日に神奈川区役所と神奈

川大学は，「地域における大学等教育活動の発

展と，安心と活力のある地域社会の形成に寄与

すること」を目的として，「連携推進協定」を

締結し，中島三千男学長と岡田優子区長（現・

横浜市教育委員会教育長）が協定書に署名した。

このことによって，区内小学校長会・中学校長

会や青少年地域活動拠点と関係の深い神奈川区

役所区政推進課ともつながるようになり，学生

のボランティア活動の地域での展開に関して協

力関係を持ちやすくなった（3）。

　次に，7月19日に横浜市役所広報課の事業で

ある「市長とのぬくもりトーク」が行われた。

林市長が来学され，JYSPメンバーと「ボラン

ティア活動を通しての学び」をテーマに意見交

換をおこなった。「ぬくもりトーク」に参加し

たメンバーは，それぞれ三つのプロジェクトに

関わっている15人（直近に卒業した教員も含む）

で，自分が活動を通して何を学んだかを語っ

た。メンバーの話を聴いた市長からは，「ICT
の時代で，人と人との直接の関係が希薄になっ

てしまった今，このように愛を持って常に人と

触れ合っている方々がいらっしゃることがとて

もうれしく，ありがたく思います」という言葉

が語られた。参加したメンバーにとっては，自

分の活動の意味をふり返る機会となり，聴いて

いる私たちにとっても，JYSPの活動が学校や

地域の小・中学生との関係でどのような意味を

持っているのかを考える貴重な機会となった。

なお，この時のメンバーのほとんどは，現在，

学校現場で教員になっている（4）。

（２）「学校ボランティア～教育実習」による

　　学校・教育委員会との連携

　前述したように， 2011年度の文科省の実地視

察において，JYSPの活動は高い評価を得た。

しかし，それと同時に「教育実習のあり方」，

すなわち，ほとんど学生の母校にお願いしてい

ること，母校のため「恩師－教え子」という関

係で指導・評価が適切に行われにくいのではな

いかといわれる状況に対して，「母校以外での

実習を半数以上にする取り組みが求められる」

という指摘がされた。そこで，この指摘に対す

る一つの取り組みとして，一定期間（1年間）

の「学校ボランティア」を条件に母校以外で教

育実習を受け入れていただくことをお願いして

みることにした。何人かの校長先生たちにご意

見をいただいたところ，むしろ「ボランティア

活動の仕上げとしての教育実習」と，かなり積

極的に考えていただけることが分かった。

　2012年1月の「ボランティア演習」の授業の

際に， 2年生に「1年間の学校ボランティアを条

件とした教育実習（母校外実習）」について説

明し，希望者を募った。結果的に3名（免許教

科は社会・英語・数学が1名ずつ）が希望し，

それぞれ，すでにボランティアをおこなってい

る中学校，及び新たにボランティアをお願いす

る中学校，計3校に， 1年間のボランティアを

条件に2013年度の教育実習をお願いし，受け

入れていただくことになった。

　新たにボランティアからお願いした1人の学

生の場合， 2 ～ 3 ヶ月試行期間ということで始

めたが，「朝の挨拶」「帰りの報告」「生徒との

コミュニケーション」といろいろ課題があり，

校長先生自ら「挨拶」「報告」の訓練をしてく

ださった。校長先生自ら実行していただいたこ

ともあって，教科担当の先生だけでなく，多く

の先生方が気にかけて下さり，試行期間が終了

して校長先生の改めての面接で，彼はきちんと

答えるべきことを答えることができ，正式に教

育実習を受け入れていただけることになった。

　このことも含めて，「ボランティア活動の仕

上げとしての教育実習」において，「学び」を

つくり出す「現場の力」を実感した。教育実習

中に， 3人のうち2人の研究授業を見学したが，

一番印象的だったのは， 2人とも「生徒とのア

イコンタクト」ができていたことであった。3

週間の実習期間では，「生徒とのアイコンタク

ト」ができる学生はほとんどいない。この2人
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もコミュニケーション能力がとりたてて優れて

いるわけではないので，1年間のボランティア

としての生徒との関係がなければ，できなかっ

たことであろう。2人ともができていたことに

出会って，「現場の力」を実感したのである。

　なお，この「1年間のボランティアを条件と

する母校外教育実習」を実施するに当たっては，

受入校と大学の間で協定書を作ることになり，

その作業を進めた。こうした動きに対して横浜

市教育委員会からは，大学と教育委員会の間で

包括協定を締結し，その中で，具体的に各校と

覚書を取り交わしていくというやり方が提案さ

れ，その方向で進めることになった。その結果，

2013年5月30日，神奈川大学と横浜市教育委

員会は，「連携のための包括協定」を締結し，

石積勝学長と岡田優子横浜市教育委員会教育長

が協定書に署名をした。そして， 2012年度に1

年間のボランティアをおこなった3人の学生は，

2013年6月に教育実習をおこなうことができ，

前述したような成果を上げることができたので

ある。

　以上のように，「学生の学び」という大学に

とって最も基本的なことが，大学の第三の使命

ともいうべき「社会貢献・地域貢献」になると

いうことをつくり出しているJYSPの取り組み

によって，大学と行政（横浜市・横浜市教育委

員会・神奈川区）の連携が進み，それが「神大

生」が学校や地域で受け入れられる基盤となっ

ていくという「いい循環」が作られつつあると

言えよう。

３．外国につながる子どもの学習支援「JINDAI
のびのび楽習塾」（2011.1 ～）

　以上，JYSPの取り組みによって「学校ボラ

ンティア活動」が幅広く多様に展開していった

様子を述べたが，その中で，新たな取り組みと

して始めた，外国につながる子どもの学習支援

「のびのび楽習塾」について，ここでまとめて

おく。

（１）横浜市における｢外国につながる子ども」

　　への学習支援の状況（5）

　横浜市には外国籍の児童・生徒が2,000人ほ

どいるが，日本国籍でも日本語が母語ではない

外国につながる児童・生徒は4,000人近くおり，

その数は年々増加している（2012年5月現在）。

　そのような子どもたちの日本語学習の状況に

ついて，｢母語が日本語ではない，外国につな

がる子どもたちは来日して半年から1年ほどで，

日常会話（話す，聞く）はできるようになるが，

授業を理解し，読み書きが不自由なくできるよ

うになるには5年から7年ほどかかる｣と言わ

れている（公益財団法人かながわ国際交流財団

の職員の話より）。

　横浜市では半年から1年の間は，日本語初期

指導として，小学生には日本語講師が学校へ巡

回指導にあたり，中学生は市内4か所にある日

本語集中教室へ通うことができる。一つの学校

に日本語指導が必要な外国籍の児童・生徒が5

人以上在籍すると国際教室がひらかれ，教員が

加配される（横浜市教育委員会事務局『ようこ

そ横浜の学校へ』2013年）。しかし，初期指導

終了後の日本語学習やその他の学習支援のシス

テムは，一部の国際教室を持つ学校を除いては

行われていない。

　神奈川大学のある神奈川区には，中学校７校

中１校，小学校19校中2校しか国際教室はなく

（2010年度当時，2013年度は中学校１校のみ），

「のびのび楽習塾」の準備のために近隣の学校

を訪問した2010年11月には，日本語初期指導

後の外国につながる子どもたちへの学習支援

は，国際教室以外ではほとんど行われてはいな

いことがわかった。

（２）「JINDAIのびのび楽習塾」の発足（2010）

　JYSPのプロジェクトの一つとして，「外国

につながる子どもの支援」に取り組むことにな

り，2010年の秋から準備を進めた。まず，スタッ
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フが近隣の小・中学校を10校ほど廻って，校

長先生たちから実情をきいて計画をたてた。計

画の作成を中心的に担ったのは，神大の日本語

教員養成課程を修了したJYSPの学生スタッフ

と地域で国際交流活動に関わっているアルバイ

ト職員であった。計画の概要は，隔週土曜日9

時半から12時に，大学の教室で開催するとい

うことと，学生ボランティアがなるべく1対1

で対応するということにした。

　チラシを作成し，校長会を通じて各校に配布

したところ，6名（小学生4名と中学生2名）の

申し込みがあり，希望者の状況を把握するため

に学校へ出向き，本人，担任教員，可能であれ

ば保護者と会い，日本語習得の状況などについ

て話し合いをした。6名の子どもたちのつなが

る国は中国，フィリピン，インドネシアなどで

あった。一方，学生ボランティアについては，

隣の鶴見区で外国につながる子どもの学習支援

を行っている「つるみ学習支援教室」でボラン

ティアをしていた学生に声をかけ，そのつなが

りで2年生を中心に関心のある学生を集め，日

本人学生6名と留学生1名で学習支援を行うこ

とになり， 2011年1月22日に第一回がスタート

した（6）。

　初回はまず，児童・生徒が楽しく過ごせるよ

うにと自己紹介のゲームなどを行なった。そし

て，＜学習①－おやつ－学習②－日記を書く－

発表＞という1日のスケジュールを決めた。こ

の流れは，現在も変わっていない。

　実際に始めてみると，学生の学習支援の力が

不十分であることがわかり，学習相談（学生ボ

ランティアが学習支援を行うための準備）のた

めに元小学校教員にサポートをお願いすること

にした。

（３）活動の発展（2011）

　新年度に教職課程が行なった学校ボランティ

ア募集の中で「のびのび楽習塾」の宣伝もした

ところ，７名の学生が希望し加わった。児童・

生徒についても4月の校長会で再び募集したと

ころ，3名の申し込みがあり，参加する子ども

は9名，学生は14名になった。

　隔週土曜の午前中，一人ひとりの子どもたち

への学習支援を着実にすすめるとともに，クリ

スマス会などのイベントにも取り組み，活動が

少しずつ豊かに広がっていった。また研修とし

て，「外国につながる子どもの現状」について，

講師を呼んで学習会をした。

　2011年度は以上の取り組みの中で，子ども

たちと学生ボランティアの関係が深まった。

（４）隔週開催から毎週開催へ（2012）

　児童・生徒にとって「土曜日は『のびのび』

に来る」ことが習慣になるように， 2012年5月

から，「隔週開催」を「毎週開催」にした。そ

の他の活動としてクリスマス会，研修として

「外国につながる子どもたちへの指導法」につ

いての学習会を行った。

　2012年度は「のびのび楽習塾」を毎週開催し，

子どもたちも「土曜日は『のびのび』に来る」

ことが定着し，病気や学校行事以外で休むこと

はほとんどなくなった。同時に学生も子どもた

ちの意欲を感じ，準備としての「学習相談」も

毎回積極的に行なうようになった。

（５）世代交代による新たな模索（2013）

　2013年度は初期メンバーの4年生4名が卒業

し，児童・生徒が10名，学生ボランティアが

12名となった。後期の学校ボランティア募集

の中で，学生ボランティアが4名増え，同時に

中学2年生が2名増えた。

　研修として，「外国につながる子どもたちの

背景や支援の方法」についての学習会を行い，

その他8月に，港中学校国際教室の夏休み学習

教室へ学生3人が参加，国際教室での支援を学

び，その後の「のびのび」での支援に活かした。

2013年度は，学生たちが｢児童・生徒同士の交
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流ができるようにする｣という目標をたて，

ゲームなどのミニレクリエーションを毎月行っ

た。その理由は，児童・生徒の中には学校で友

達がいないという者がいるので，｢のびのび｣

でレクリエーションをし，コミュニケーション

の力をつけていくことが，友達をつくる力にな

るのではないかということであった。

　｢のびのび楽習塾｣が始まって，学校では自

分の殻に閉じこもりがちな外国につながる子ど

もたちが，土曜の朝，元気に大学に通ってくる

姿が習慣となり，学生が学習支援をするうえで

大きな励みになった。はじめはぎこちなかった

挨拶が，学生から自然に言葉をかけることがで

きるようになり，学習相談で準備をすることで

自信をもって教えることができるようになっ

た。子どもたちが帰った後のふり返りの時間に

学生たちは子どもたちのその日の様子を語り，

困ったことなどを共有し，他者の意見を聞い

て，少しでもよりよい学習支援を目指して活動

を継続した。

　生徒からは｢高校に入ってからも『のびのび

楽習塾』に来てもよいか｣，また保護者たちか

らは｢子どもの将来の夢の一つに神大に入って

この学習支援をすることがある｣｢うちの子は

『大きくなったら自分がしてもらったように同

じような立場の子どもたちを助けてあげたい』

と言っている｣という言葉が伝えられたりする。

これらの言葉は学生の学習支援が，子どもたち

に寄り添った心の通う支援になっていると確信

できる言葉である。そして，学生たちは子ども

たちの笑顔を引き出し，学習への意欲へとつな

げ，学習支援の体験を通して，彼らと共に成長

していく。

４．JYSPにおける「活動のふり返りによる
　　学び」を支える仕組みの形成

　以上のように，2004年から10年の歩みを展開

してきた学校ボランティアの取り組みは，教員

をめざす学生にとって実践的な学びの場となっ

てきたが，その展開の中で「活動のふり返りに

よる学び」をつくり出し，支える仕組みが形成

されてきた。ここで，その「仕組み」と「形成

プロセス」をふり返っておく。

（１）授業「学校ボランティア演習」と「学校

　　ボランティア通信」

　①　「学校ボランティア演習」の授業

　2011年度から「学校ボランティア演習Ⅰ」（前

期）・「学校ボランティア演習Ⅱ」（後期）の授

業を開講している。そこに至る経緯は，以下の

ようなことであった。まず，教職課程として学

校ボランティアに関わることになった2007年

度に，学校での活動の経験をふり返って，お互

いに報告し合い，そこから学べる機会として，

1ヶ月1回集まることを目標に「学校ボランティ

ア報告会」を計画した。具体的には，学校ボラ

ンティアに行っている学生と教職課程の教員が

共通に集まれる可能性のある日程として，金曜

日6限を設定した。（この「金曜日6限」は，そ

の後もずっと現在に至るまで，学校ボランティ

アのふり返りの機会として設定されている。）

　しかし，時間割上に位置づいていないため，

共通に時間を設定することがかなり難しい状況

で，2008年には，学校ボランティアを「授業」

として位置づけることにした。授業科目は「総

合演習Ⅰ」「総合演習Ⅱ」として，金曜日6限

に開講し，教職課程の教員5名が関わった。学

生たちは，おのおの週に半日～ 1日，小学校や

中学校で活動し，月1回金曜日6限に，教員と

学生が一堂に会し，それぞれが学校で経験して

いることを報告し合って，ふり返りの機会とし

た。「総合演習Ⅰ」「総合演習Ⅱ」は，選択必修

科目であるので，すでに履修して登録できない

者もいたが，登録者かどうかは問題ではなく，

定期的な学校ボランティアと月1回のふり返り

の授業は年間を通して継続された。

　こうして，おのおのの学生が現場で経験を積
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み重ね，それを授業でふり返るという「学校ボ

ランティアの学びのあり方」が定着していった

が，2009-2010年度は，それがさまざまな形で充

実していった。例えば，1年に1 ～ 2回，ボラン

ティア先の先生方に参加していただいて「学校

ボランティア情報交流会」を開催したり，年度

初めにボランティア募集をしていたものを，後

期の授業開始時や春休み前の2月初旬にも「学

校ボランティア相談会」を学生が自主的に行う

など，取り組みが充実した。

　2011年度は，学校ボランティアの取り組み

にとって，大きな展開の年になった。「困難を

抱える青少年の進路選択支援事業」の受託に

よって，アルバイト・スタッフを雇用すること

ができ，数名のアルバイト・スタッフによるサ

ポート体制をとることができるようになったの

である。アルバイト・スタッフは，学校ボラン

ティアの経験があり，教員採用試験に向けて準

備している卒業生であった。スタッフ自身も学

校ボランティアの活動を行ないながら，学生た

ちの活動をサポートした。具体的には，それぞ

れ活動先の学校にボランティアに行きながら，

その学校で活動している数名の学生たちの状況

について担当の先生と確認したり，学生たちが

困ったりしていることを把握して，相談にのっ

たりする。そして，そうした活動を通して把握

できる現状を持ち寄って，スタッフが授業を計

画するという取り組みをした。

　1 ヶ月に1回の授業は，以下のように計画さ

れ，運営された。学生たちは，ボランティア活

動をしたら，なるべくその日のうちに自分の

ノートに活動のふり返りと自分が感じたことを

記録する。授業では，活動先の学校ごと，ある

いは小学校・中学校の学校種ごとのグループ

で，ノートに書いた活動の記録に基づいて報告

し合い，話し合う。授業の最後に感想を書き，

その感想は，スタッフが学生たちの現状を把握

する情報となり，日常的に学生たちと関わって

いく際に参考にし，そこからまた授業を計画し

ていくという循環で展開していった。

　2011年度は，教員免許法の改正（2010年）

にともなって，科目名が「学校ボランティア演

習Ⅰ・Ⅱ」に変更された。そして，この年に確

立された，「活動－ふり返り」の循環をつくり

出し継続させていく授業のあり方は，その後も

基本的に踏襲され，少しずつ改善しつつ続けら

れている。2012年度には，活動記録を各自の

ノートではなく，ボランティア日誌の用紙に書

いて，コピーをスタッフのいる教職課程支援室

に提出し，スタッフはその日誌を読んで，活動

しているかどうかの確認と学生がどのような経

験をしているかの把握をするようにした。そし

て，週1回のスタッフ・ミーティングで，それ

らの情報を次回の授業の計画づくりに活かして

いくという流れを作っていった。

　以上のように，JYSPの取り組みによって，

数人のスタッフが学校ボランティア活動の把握

に関わることができるようになり，その情報に

基づいてスタッフ・ミーティングで授業を計画

し，スタッフが授業を運営していくようになっ

て，「活動－ふり返り」の循環をつくり出し継

続させていく授業のあり方が組織的になったと

いえる。

　②　「学校ボランティア通信」

　学校ボランティア活動を行なっている学生が

自分の活動記録を基に書くレポートを編集して

「学校ボランティア通信」を発行している。

No.1は2005年度に，その後， 2006年度にNo.2
～ No.4， 2007年度にNo.5 ～ No.7， 2008年度に

No.8 ～ No.11， 2009年度にNo.12 ～ No.14を発

行した。2005～2007年度は，教職課程支援室（当

時は教職課程指導室）でアルバイトをしながら

学校ボランティアに行っている卒業生が，自分

も書きながら編集しているが，それぞれ貴重な

ふり返りの機会になっている。

　2008年度からは，「学校ボランティア」を「授

業」として位置づけ，月1回全員が集まりその

中で，活動先ごとのグループでの話し合いが行
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われるようになった。そのため，「学校ボラン

ティア通信」も活動先の学校ごと，あるいは小

学校・中学校の学校種ごとに編集されるように

なった。そして， 2010年度からは，年に2回，

活動先の学校を1 ～ 3校ぐらいまとめて編集す

るようになり，通しのナンバーはつけていない（7）。

　現在，「学校ボランティア通信」をつくるプ

ロセスは，以下のようになっている。学生は，

ボランティア活動に行った日に自分の活動をふ

り返って「ボランティア日誌」を書く（教職課

程支援室でコピーを取り，提出する）。月1回

の全体の授業の時に，日誌を参考に報告し合

う。2 ～ 3 ヶ月経った時点で，日誌に基づいて

A4判1枚程度のレポートをまとめる。そのレ

ポートを「通信作成グループ」（活動先1 ～ 3

校ぐらい）で集まって読み合い，通信の原稿に

して編集する。1 ～ 3校分編集した通信を重ね

て表紙をつけ1冊にまとめて出来あがる。

　こうして出来た「学校ボランティア通信」は，

夏休み前などに，ボランティア先の先生方に参

加していただく「ボランティア情報交流会」で

学生が報告する際の資料になる。これが，学校

ボランティアの授業に関わってすすめられる，

4 ヶ月ぐらいにわたる通信作成のプロセスであ

るが，夏休みをはさんで，後期からまた同じよ

うなプロセスを展開し，年2冊の「学校ボラン

ティア通信」が生まれている（8）。

　以上，「学校ボランティア演習」の授業の展

開と「学校ボランティア通信」作成のプロセス

を述べたが，授業の展開と通信の作成がどのよ

うに関連して学生の学びをつくり出しているの

だろうか。そのプロセスをたどってみる。

　学生は，ボランティア活動を行なって，その

活動と気づいたことをふり返って「日誌」を書

く。授業では，それに基づいて，活動を通して

学んだことについて語り合う。そして，活動の

ふり返りと仲間との語り合いに基づいてレポー

トをまとめる。レポートを読み合い，通信とし

てほかの人に伝わるように修正をし，編集をす

る。こうして編集した通信を資料に，授業の中

で活動先が違う者同士のグループでの「ミニ・

ラウンド・テーブル」で報告し，さらにボラン

ティア先の先生方に「ボランティア情報交流会」

で報告する。

　以上のプロセスを4 ヶ月ぐらいでたどるので

あるが，それぞれの節目で，語る相手が広がり，

そのためにそれ以前の活動やレポートをふり返

ることになり，それが「学び」をつくり出して

いると思われる。まずボランティア先が同じ仲

間に自分の活動のふり返りを語り，次に「通信

作成グループ」に向けて活動のレポートを書く

ために仲間との語り合いをふり返り，さらに，

「授業」の外に向けて通信として出していくた

めに，レポートを「通信作成グループ」で読み

合って検討するという，それぞれの節目での

「学び」がつくり出されている。その「学び」

をつくり出している活動が「通信づくり」であ

り，その活動を支える人間関係をつくり出して

いるのが「授業」なのである。

（２）学生スタッフの「コーディネーター・コ

　　ミュニティ」（9）

　「学校ボランティア」の取り組みは，2010年

度に横浜市こども青少年局の委託事業を受託

し，JYSPとして活動するようになってから，

大きく展開した。「学生の学び」にとって，一

番大きな影響を与えたのは，事業の中で雇用さ

れるようになった学生スタッフであった。2011

年度は4名のアルバイト・スタッフ（教員をめ

ざす卒業生）を雇用した。2012年度以降は，

教職課程支援室のアルバイト・スタッフが，業

務の一環として，自らもボランティアに行きな

がら，学生の日誌を管理したり，授業を計画・

運営したりして，ボランティア活動の支援をし

ている。

　2011年度の4名のスタッフは，どのような動

きをしていたのであろうか。それぞれ週1日，

学校ボランティアに行き， 2日大学で学生の活

動のサポートに取り組んだ。具体的には，学生
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がボランティアに行っているかどうか学校に

行った際に把握して，行っていない場合，学生

に確認するなど，学校と大学の間の情報共有を

図ること，同じボランティア先の学生を昼休み

等に集めて，困っていることや悩みを聞き，学

生が解決できるようにサポートすることなど，

学生のボランティア活動のコ―ディネーターの

役割を果たしていた。そして，こうした役割を

果たすにあたって，4人で時間を調整して相談

しながらすすめていた。これが彼らと彼らのグ

ループの力を形成したといえるであろう。

　ここから，学生のボランティア活動を通して

の学びをつくり出し，継続させていくためのし

くみが生まれてきた。まず，それぞれの学生が

自分の活動をふり返り，ノートに記録しておく

こと。その記録に基づいたグループでの話し合

いを通して自分のふり返りを深め，レポートを

作成すること。レポートをグループで読み合っ

て，グループ以外にも伝わる言葉・表現を獲得

すること。彼らコーディネーターは，こうした

プロセスで「通信」をつくる方法を編み出した

のであるが，それは常に，学生の実態を把握し，

その実態から学生が自分たちで考え合っていか

れる方法を考えて働きかけ，その動きから次の

方法をまた考え合うというプロセスで編み出し

ていったものである。「学生が自分たちで考え

る」というところに，「学生の学び」がつくら

れる可能性があるのである。

　2012年度以降は，「学校ボランティア」専任

のアルバイト・スタッフは置かず，教職課程支

援室のスタッフが，業務の一環として「学校ボ

ランティア」のサポートに関わる体制になり，

ボランティア・コーディネーターのグループは

存在しなくなった。したがって，「必要に応じて」

コーディネーターが集まって相談する体制はと

れなくなってしまったが，教職課程支援室のス

タッフ・ミーティングを週1回と定例化して，

「通信」をつくり出していく「授業」をスタッ

フが運営している。

　以上のように，「学校ボランティア」を通し

ての「学生の学び」をコーディネートする学生

スタッフは，学生たちが「自分たちで学びあう」

ことができるコミュニティを形成するサポート

をしているのであるが，そのコーディネーター

としての力は，自分たちコーディネーターのコ

ミュニティで形成されているのである。こうし

て，それぞれのコミュニティにおける「学び」

が重なり合って，JYSPの取り組み全体が「学

びあうコミュニティ」になっているといえるの

ではないだろうか。教職課程における「学校ボ

ランティア10年の歩み」は，そうした方向へ

の歩みであったと言えよう。

Ⅲ．JYSP（神大・ユースサポート・プロジェクト）の展開（2013～）

１．新たな取り組み「JIN-KANA学習塾」

（１）「困難を抱える青少年の進路選択支援事

　　業」の展開

　2010年度に横浜市こども青少年局の委託を

受けて始まった JYSPの取り組みは，2010－

2011年度と進んで，それまでの「学校ボラン

ティア」として学校で子どもを支援するという

「点」の活動から，「地域の課題」を意識して

学校や地域で子どもたちを支援するという「面」

の活動に展開していった。その中で，地域に暮

らす「外国につながる子ども」が学校で「困難

を抱えている」という現実に出会い， 2011年1

月に大学で「のびのび楽習塾」を始めた。当初

は，隔週土曜日の午前中におこなっていたが，

子どもたちが支援を必要とする現状を自覚した

学生たちから毎週おこなう提案がされ， 2012年
5月から毎週おこなうことになった。こうした
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取り組みが評価され，2012年度は，「外国につ

ながる子どもの学習支援」がこども青少年局の

助成対象となった。

　2013年度には，厚生労働省の「貧困の連鎖

を断ち切る」施策として進められている，生活

保護世帯の中学3年生の高校受験に向けての学

習支援に，神奈川区が取り組むことになり，そ

の委託事業を受けることになった。この事業は，

全国的に取り組まれているもので，横浜市内で

も委託事業として実施する区が毎年増えてい

た。神奈川大学の場合は，「のびのび楽習塾」

で学んでいる中学3年生も対象にできることに

なった。

　生活保護世帯の中学3年生は，それ以外の中

学3年生の高校（全日制）進学率が90％以上で

あるのに対して，全日制への進学率が50％に

満たず，あとは，定時制・通信制等に進学する。

「働かなければならないので定時制に進学す

る」のではなく，ほとんどの場合，「全日制に

受からないので定時制に行く」のである。その

原因は，小学生の時からの家庭環境によって学

習習慣がないこと，そして，家庭の経済的な事

情によって「塾に行けない」ことである。そし

て，ようやく定時制に入学しても，卒業まで続

けるには様々な努力が必要で，何らかの支援な

しに一人でがんばることは並大抵ではないとい

われる。こうして「高校中退」になり，「職業

選択」から落ちこぼれてしまうのである。これ

が「貧困の連鎖」で，連鎖を「高校受験」のと

ころで断ち切れないかというのが厚労省の施策

のねらいである。まさに「困難を抱える青少年

の進路選択支援事業」である。

（２）1年目の状況（2013）

　①　手探りの準備

　2013年度になって受託は決まったが，前期7

月ごろまでは，区役所との調整・打ち合わせと

平行して，学内の体制づくりをした。実施の日

時は，週2日，火曜と木曜の夜18：30 ～ 20：

30，体制としては，契約職員を1名雇用し，

JYSPの学生アルバイト・スタッフの2名をこ

の事業専任に位置づけた。実際に支援に関わる

のは，「学校ボランティア」の活動をしている3・

4年生と決め，免許教科（社会・英語・数学）

毎に数名ずつ，約15名の学生に声をかけた。（区

役所からは，保護世帯の中学3年生のうち15名

ぐらいが参加を希望するであろうと言われたの

で， 1対1の支援のために15名を目標にした）。

学生は，すでに週1日学校にボランティアに出

かけており，その上，週2回の夜のボランティ

アになるので，どのくらい引き受けてもらえる

か心配であったが，何と声をかけた学生全員

が，それも喜んで引き受けてくれた。今考える

と，ボランティアに行っている学校で，そのよ

うな支援を必要としている生徒に出会っていた

のであろうと思われる。

　7月になって，中学校の夏休み明けの8月下

旬に開始，その前に8月20日からトライアルと

してスタートと決め，学生主体で手探りで準備

をすすめた。その間には，「生徒指導論」の非

常勤講師をお願いしている元校長先生に，そう

した環境に置かれている子どもたちのようすや

思いについてお話を伺い，子どもたちへの向き

合い方について考え合ったりした。

　事業の名称を考え合い，「JIN-KANA学習塾」

と決めた。神大のマスコット「JIN くん・ 
KANAちゃん」からの発想であるが，「神大と

神奈川区の協働による学習塾」という意味であ

る。会場は，広い大学でもなかなか適切なとこ

ろがなく， 17号館2階の先生方の会議室が夜は

ほとんど使用されていないので借用している。

（毎回，開始前と終了後に机といすを移動して

いるが，広くて明るく，中学生にも評判がい

い）。教材は，「のびのび楽習塾」で「やさしい

〇〇」というような問題集などをそろえていた

ので，それらを利用しながら準備した。また，

神大で「教科教育法（社会）」の非常勤講師を

していただいている元校長の大場裕二先生にア
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ドバイザーをお願いし，教材や生徒への接し方

などについて相談に乗ってもらった。こうして，

みんな緊張して初日を迎えた。

　②　取り組みの中で学生が得たこと（10）

　初日は，生徒たちが勉強に関して必ずしもい

いイメージを持ってはいないだろうと予想し

て，居心地がよく，また来ようと思ってもらえ

ることを目標にして，まず生徒たちとおしゃべ

りすることから始めた。1対1で，それぞれの

学生が細心の注意を払って対したので，生徒た

ちの緊張も徐々にほぐれ，1日目の終りには，

ほっとしてまた来ようと思ってもらえる雰囲気

になった。こうして，生徒たちの気持ちに丁寧

に向き合うことを重ねていくうちに，複数の学

生が「生徒の微妙な変化に気づくことができる

ようになった」と自分の変化に気づいている。

　通ってくる生徒の多くは，「自分は勉強がで

きない」「どうせ出来ない」という思いが強い

ので，何かできたら「ほめる」ということを大

切にした。毎回生徒に書いてもらっている感想

に，「ほめられた」という言葉がよく見られる

ようになった。ところが，それを「お世辞」と

とる生徒もいて，「ほめられた」と実感できる

には，「わかった」という達成感を感じること

ができた時に「ほめる」と，「ほめられる」に

値する自分を実感することができ，自己肯定感

を持つことができるようになると学生は気づい

た。そして，生徒が達成感を感じることができ

るように教材を工夫するようになった。

　こうして，少しずつ自己肯定感が持てるよう

になるにつれて，生徒たちは「わからない」と

言えるようになっていった。そして，なぜ学校

の先生にわからないことを聞かないのかと聞く

学生に対して，「今さら，そんなこと聞くのは

恥ずかしいし，先生はいつも忙しそうだから」

「今さら学校で聞いたら怒られそうなことを

（ここでは）怒らずに優しく教えてくれるから，

遠慮しないで安心して聞ける」と言っている。

そういう生徒たちの言葉を聞いて，学生は「生

徒は皆『わかろうとしている存在』なのです。

しかし，その生徒に適した学習環境が無いため

に，いつの間にか『わかろうとしている存在』

が『わからない存在』もしくは『わかろうとし

ない存在』になってしまっているのではないで

しょうか」と考えるようになっている。

　「『わからないこと』を遠慮しないで安心して

聞ける」と生徒に言ってもらって，学生は自分

の価値を感じることができ，少しでも「わかっ

た」という自信につなげられるように取り組み

を進めた。このようにJIN-KANA塾は，生徒

たちにとって「安心な居場所」になったが，同

時に学生たちにとっても，「教えるということ」

を仲間と共に学び合える「居場所」になり。教

師をめざす学生にとって，とても良い「実践的

な学び」の場になったといえる。

（３）「社会貢献活動」としての評価　 （2015）

　以上が，4月に受託が決まってから「手探り

の準備」を経て，8月から始まった「JIN-KANA
学習塾」の1年目の状況であった。そして，1期

生の進路が決まり，ほとんど休む間もなく4月

（実際は3月）から新3年生が入塾してきて，

彼／彼女たちの課題を探りながら，またともに

学習を進めていった。学生は，1週間に2日間

18：30 ～ 20：30（その後1時間ほどの片付け

とふり返り）と，その「1対1の学習」のため

の準備，そして月1回のミーティングという，

それなりの時間を使って1年間活動を続けてい

る（学生によっては，2年，3年と続ける学生も

いる）。この「続ける」という行為は，敬意を

払われるべきものであるが，学生にとっても

「継続は力なり」で，教師に求められる基本的

な「実践力」の形成につながっていると思われ

る。

　こうして，JIN-KANA学習塾は，教師をめ

ざす学生にとって貴重な「実践的な学び」の場

となるとともに，結果として，中学生たちの「進
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路選択」の支援（「定時制」も少し含まれるが，

「全日制」への進学率のアップも伴って全員の

進学を保障）につながって，大学の「社会貢献

活動」として認められるようになった。

　2015年度は，神奈川大学にとって， 7年に1

回の義務となっている大学基準協会による認証

評価の年であった。現在，大学の役割としては

「研究」「教育」「社会貢献」が求められている

が，JIN-KANA学習塾にも取り組むようになっ

たJYSP（神大・ユースサポート・プロジェク

ト）は，「社会貢献活動」として注目され，高

い評価を受けた。さらに，学生たちに神奈川区

役所より感謝状が授与され，大学内で社会活動

部門の学生表彰を受けた。

（４）「ワーカーと学生の夏期合同研修会」

（2015 ～）

　以上のように，学生は，「どうせ自分なん

か・・・」という，自分自身が育ってきた経験

からは理解し難い状況の中学生と出会い，中学

生が安心して「わからない」と言えて，一緒に

頑張って，少しでも「わかった」という達成感

を持つことができるように，手探りで取り組み

を進めた。それまで周りの大人たちにきちんと

見てもらえていない中学生たちは，最初，自分

に自信がないため固い表情をしているが，とも

かく一生懸命向き合ってくれる学生に動かさ

れ，少しずつ学生に対する信頼感を持ち，笑顔

になってきて，「勉強できるようになりたい」

と頑張るようになる。

　学生の力は，こうした「一生懸命向き合う」

ところで一番発揮されるのであるが，なぜそれ

が必要な状況に中学生が置かれているのかを理

解することが，よりよい支援には求められ，教

員をめざしている学生であれば学ぶべきことで

ある。そのために，JIN-KANA学習塾に通っ

てくる中学生の生活実態とそれが学習に及ぼす

影響についての研修を計画することにし，2年

目の終わり（2015年2月）に，「『貧困』がもた

らす子どもの状況」というテーマで学習会を

行った。講師は，臨床心理士・社会福祉士とし

て長く児童相談所に勤務され，神奈川大学人間

科学部で「児童福祉論」の非常勤講師をされて

いる金澤直樹先生にお願いした。学生たちは，

多くの知らなかったことを知り，自分が向き

合っている中学生が置かれている現実に，少し

思いを馳せることができるようになったと思わ

れる。

　こうして，学生は，自分たちの活動の社会的

意味を少し理解することができるようになった

が，学生が向き合っている一人ひとりの中学生

が抱えている困難を具体的に理解できるように

なるために，中学生の家庭に付き合っている区

役所の保護課のワーカーさんたちと交流する機

会を持てるように計画した。ワーカーさんたち

に学習支援の現場を見てもらい，その後，ワー

カーさんと学生が話し合えるように，学習支援

を（夜ではなく）午後設定できる夏休みに「ワー

カーと学生の合同研修会」（2015・2016年度）

を行った。

　2015年度は， 8月20日（木）にワーカー 16名，

学生12名が参加して行った。13：00 ～ 15：00

に学習支援をワーカーさんに見学してもらい，

その後30分ほど「虐待と自尊感情」というテー

マで金澤先生から話題提供していただいてか

ら，ワーカーさんと学生のグループに分かれ

て，学生が関わっている中学生の学習の様子と

変化についてレポートし，中学生の成長等につ

いて情報交流した。2016年度は， 8月25日（木）

に実施し，ワーカー 15名，学生15名が参加し

た。前年と同じようなプログラムで，「子ども

の貧困―子どもへの支援を考える」というテー

マで金澤先生にお話していただき，その後ワー

カーさんと学生のグループで話し合いをした。

　このような話し合いを通して，学生は，中学

生が学習支援を必要とする背景をより具体的に

理解することができ，ワーカーさんは，担当し

ている中学生が頑張っている様子やその成長を

知ることができる。ワーカーさんたちは，笑顔
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で一生懸命勉強している中学生を見て，その頑

張りや成長をぜひ親に伝えたいと言う。その言

葉を聞いて，学生は，自分の学習支援の意味を

実感することができ，互いに次の一歩に向かう

力を得る「学び」になっている。

（５）「中学3年生」から「中学1・2年生」に

　　も拡大　　　　　　　　　　　  （2015～）

　JIN-KANA学習塾は，「生活保護世帯の中学

3年生の高校受験に向けた学習支援」として取

り組み，学生のボランティア活動である「学習

支援」が，中学生の「どうせ自分なんか」を「努

力するとできるようになる」「できるようにな

りたい」という自己肯定感に変え，高校受験の

実績でも（定時制なども含み）100パーセント

に達する成果を示すことができた。そうした中

学生が伸びる姿に，学生たちが「もう少し早く

始められれば・・・」という思いをもっていた

ところ，区役所から「対象学年を含めて，受益

人数を増やせないか」と打診があり，「外国に

つながる子ども」を対象にしていた「のびのび

楽習塾」（土曜日・午前）の子どもの人数が少

なかったこともあって，「のびのび楽習塾」に

生活保護世帯の中学1・2年生を受け入れるこ

とにした。

　表１は，「のびのび楽習塾とJIN-KANA学習

塾の生徒数・出席率・学生ボランティア数」

（2013年度～ 2016年度）である（11）。

２．学校ボランティア先の「若手教員と
　　語る会」（2014～）（12）

　筆者（入江）が，教員養成において「学校ボ

ランティア」を重視しているのは，「教員養成

のモデル」といわれる「教職大学院」の中でも

注目されている福井大学教職大学院の「学校拠

点の教員養成」というあり方が，「実践的な力」

を持つ教員の養成に必要であると考えるからで

ある。「学校拠点の教員養成」とは，教員にな

る学びを学校を拠点にして展開する，すなわち

学校現場での経験のふり返りによる学びを積み

重ねて「実践的な力」をつけるのである。

　福井大学教職大学院は，この考え方に基づく

教員の力量形成の動きを全国に広げることをめ

ざして，「学校拠点の教員養成」をテーマとす

る特別予算を獲得して，連携大学の取り組みに

予算を含む支援をしている。本学も，「学校ボ

ランティア」の取り組みによって学生が学校現

場での力量形成をめざす取り組みに対して，予

算的支援（非常勤講師1人分の報酬）を受けら

れることになった。そこで，実務家（元校長）

の本間利夫先生に福井大学の非常勤講師（アド

バイザー）として「学校ボランティア」におけ

る学生の学びの支援に関わってもらっている。

　学生がＡＴに行っている学校は8 ～ 10校あ

表１　「のびのび楽習塾・JIN-KANA学習塾の生徒数・出席率・学生ボランティア数」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2013年度～ 2016年度）

年度
のびのび楽習塾 JIN-KANA学習塾 計

生徒数 出席率 学生数 生徒数 出席率 学生数 生徒数 学生数

2013 10 18 14 19 24（14） 37

2014 8 88.8％ 20 19 74.3％ 21 27（19） 41

2015 10 （4） 70.4％ 20 15 68.9％ 24 25（19） 44

2016 12 （8） 67.4％ 13 13 82.9％ 16 25（21） 29

（　）内は生活保護家庭の生徒数
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る。それを2～ 3校の「連携校」とその他の「協

力校」に位置付け，アドバイザーが「連携校」

に1か月に1回位，「協力校」には2 ～ 3か月に

１回位，学生が活動しているところを訪問す

る。そして，学生と話し合ったり，可能であれ

ば，校長等と情報交流したりしている。こうし

たことが学生にフィードバックされると，学生

がＡＴ活動をふり返る助けになる。このように，

アドバイザーが学生が活動している学校現場を

訪問し，学生とともに活動をふり返る機会を持

つことで，学生の学びは深まっていく。

　その中で，アドバイザーが，日頃現場の先生

となかなか話す機会のない学生の思いを察知し

て，「連携校」の校長に相談し，「若手現職教員

と何でも語ろう会」を提案した。若手現職教員

は，学生にとっては近い将来の自分のモデルで

あり，その若手教員と話せることは非常に興味

深いことで，他の学校にボランティアに行って

いる学生も参加する。また，若手教員にとって

は，いつも先輩ばかりの環境の中で「教えても

らう」存在なのが，質問されて責任を持って「答

える」という関係の中で，一歩成長する姿も見

られるという。こうして，「若手教員と語る会」

は「学生・教員が共に成長する場」として毎年

続いている。

３．活動のふり返りの深化をめざして
　　～「カンファレンス」の試み（2016）（13）

　前述したように（Ⅱ—４—（1））， 2008年から

学校ボランティアの「授業」を行ってきた。1

か月1回行われる授業では，ボランティア先ご

とのグループで語り合って自分の活動をふり返

り，それをレポートに書き，次に，ボランティ

ア先が違う学生のグループでレポートに基づい

て報告し，それを「学校ボランティア通信」に

するというプロセスを半年ごとに繰り返してき

た。これが，「学校ボランティア」の「ふり返

りによる学び」のプロセスであった。

　2013年度には，新たな取り組み「JIN-KANA

学習塾」が始まり，大学で責任をもって活動を

展開するために，JYSPに「学習アドバイザー」

（元校長）をお願いすることになり， 2015年度

からは， 2名お願いしている。JIN-KANA学習

塾では，週2日の活動とその後の「ミニ・ミー

ティング」，そして月1回の「ミーティング」（と

そのためのレポート）と，密度の濃い「活動の

ふり返りによる学び」の定着が感じられるよう

になってきた。

　そこで2016年度から，学校AT（アシスタン

ト・ティーチャー）その他の活動においても「活

動のふり返りによる学び」を発展させるために，

「活動先ごとのふり返り」を重ね，互いの関係

の深まりの中で「学び」が深まっていくように，

活動先ごとの「カンファレンス」に取り組むこ

とになった。現在，JYSPで取り組んでいるボ

ランティア活動は，活動先ごとに数名ずつの学

生がグループになっている。そのグループごと

に，月に1 ～ 2回，学習アドバイザーが関わっ

て「カンファレンス」を進めている。

　グループのメンバーもそこに関わる学習アド

バイザーも固定しているので，話されるテーマ

も発展していくようである。2016年度1年間試

みて，学習アドバイザーも学習の深化を実感し

ている。

　以上， 2004年度から2016年度にわたる「学

校ボランティア」13年の歩みを辿ってきたが，

その歩みは，社会的状況と学生の学びにとって

の必要性に呼応して，「進化」し「深化」して

きたと言えるのではないだろうか。

　次に，JIN-KANA学習塾の始まった2013年

度からと， 2年後の2015年度から，JYSPにお

ける学生の学習支援のアドバイザーとして関

わっていただいている2人の非常勤講師に，活

動とそのふり返りを通しての学生の成長につい

て書いていただく。
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Ⅳ．学習アドバイザーとして関わって

１．活動のふり返りを通して学ぶ「カンファレンス」の取り組み 齋藤　元

（１）学校現場で見た学生ボランティア

　教員を志望する学生の実践的指導力を向上さ

せるためには，大学の授業と教育実習だけでは

不十分だということは教育に携わるものであれ

ば誰でもが思うことである。公立中学校に勤務

していた時には，毎年数名の大学生が教育実習

生として来ていた。実習期間は，中学校の場合

は通常三週間であり，児童生徒の実態，教科指

導，生徒指導などの教員としての業務，さらに

は学校の役割や機能，組織など現場での即戦力

として必要な知識や技能のすべてを学ぶことは

不可能である。ましてや，学校が抱えている

様々な問題や課題を解決するために求められて

いる「教員のチーム力」の重要性に気付いたり

実感するためにはあまりにも期間が短い。

　私が管理職になった頃から，勤務先の中学校

に学校ボランティアを希望する学生が来るよう

になった。数年後には川崎市教育委員会が「教

育サポーター」という有償ボランティア制度を

立ち上げ，学校が希望すれば毎年２～３名の学

生等が年間を通して派遣されるようになった。

生徒一人一人にきめ細かな支援をしていくため

に積極的にボランティア学生（サポーター）を

受け入れ，活動する姿を間近で見てきた。サ

ポーター１名の活動は，課業期間中の週に１～

２日だけではあるが，恒常的に人手不足である

学校にとっては貴重な戦力となっていった。

　また，学生の立場で見ると，現場での経験を

通して学ぶことができることは想像以上に多い

ように思えた。派遣されてくる学生のうちほぼ

全員が教員を目指しており，生徒と積極的に触

れ合い，前向きに活動する者が多かった。教員

たちは若い教員志望者を育てていきたいという

気持ちを強め，学生の将来への期待と指導への

やりがいを感じるようになり積極的に関わるよ

うになっていった。それらの学生の中から，何

人かが教員になりたいという希望を実現させ，

現在は市内の小，中，高校で活躍している。そ

のような経緯を見ることによって，大学生の学

校現場でのボランティア活動は，学生にとって

も学校にとっても非常に有益であり積極的に進

めるべきだと思うようになった。

　学校ボランティアは，学生自身のスキルアッ

プや実践的指導力を身に着けることなどが主た

る目的だとは思うが，教員採用試験を受験する

際にもプラスになることは間違いないと思って

いる。かつて，市教育委員会人事採用担当とし

て年間２００人以上の受験者の面接や論文試験

に携わった。多くの自治体の採用試験では，現

役学生の受験者よりも臨任・非常勤講師経験者

の方が合格率が高いということは周知の事実で

ある。学校現場での経験によって教員としての

実践的指導力ばかりではなく，知識・技能・意

識なども向上させることができ，採用試験でそ

うした経験や知識を十分に生かして高い評価を

得ていると思われる受験者が多くいた。

　学生で高い評価を得ていた者の中では，教育

実習以外に学校ボランティア等で現場での活動

を経験している者が多かった。学校現場で培っ

た知識や意識などが，模擬授業や場面指導だけ

ではなく，面接や論作文等でも発揮され高い評

価を得ていると思えた。さらに，学生に接して

いる多くの教員が採用試験前になると，論文や

面接，場面指導などの練習や指導に協力する姿

を見てきた。学校ボランティアの主たる目的は，

教員採用試験に役立てるためではないのかもし

れないが，教員を目指している学生にとっては

メリットになることは間違いのない事実だと

思っている。
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（２）大学で見た学生ボランティア

　退職後暫くの間は，大学生と接する機会は神

奈川大学の教員採用試験対策講座で臨時講師を

する年に数日だけだった。１年半前に入江先生

から声をかけていただき非常勤講師とJYSPの

学習アドバイザーとして勤務させていただくこ

とになってからは，学校ＡＴ（アシスタント・

ティーチャー）や大学で中学生への個別学習支

援をしている学生と接する機会ができた。個別

学習支援を行うJIN-KANA学習塾に参加して

いる学生とは週に二日の活動日に接することが

でき，一人一人の変化や成長の様子を目の当た

りにすることができるようになった。

　活動に参加した当初は，中学生とどのように

接したり声をかけたらよいのかわからずに迷っ

ている学生が多い。指導されている中学生も同

様である。しかし，回を重ねるごとに大学生も

中学生もリラックスし表情が明るくなってい

き，会話もスムーズに行われるようになってく

る。生徒の学習意欲も徐々に高まり，集中して

学習に取り組めるようになっていく。

　活動をしている間，私たち学習アドバイザー

は大学生と中学生の活動状況や表情などを観察

している。学生が行き詰ったり，中学生がどう

しても理解できずに困っているようなときに

は，双方にアドバイスをしたり直接指導するこ

ともある。毎回活動終了後には，「ミニミーティ

ング」と称する振り返りや情報共有のための会

議を行っている。そこで私たちは，学生全体に

対してのアドバイスや指導を行うこともある。

そのような活動や振り返りを積み重ねていくこ

とによって，学生は学習指導だけではなく，生

徒指導や生徒理解，コミュニケーションの取り

方などを学び，実践的な知識や指導力を確実に

高めていく。

　多くの学生が，実際に中学生に接し学習指導

やコミュニケーションを図ることによって，多

くのことを学びながら成長していくことを実感

できた。授業や書籍からだけでは学ぶことがで

きない実践的指導力を確実に学んでいる学生の

様子を見ることができるのは，私たちにとって

喜びでありやりがいでもある。しかし，残念な

がら個別学習支援以外のボランティア活動をし

ている学生と接する機会はほとんどなく，変化

や成長の様子を直接見聞きすることはできな

かった。

（３）カンファレンスで見えてくる学生の成長

　①　カンファレンスの始まり（2016年度）

　今年度からは，個別学習支援のボランティア

活動をしている学生だけではなく，教育ボラン

ティア活動（学校ＡＴ，青少年の居場所，小学

校土曜塾，小学校外国語活動サポーター）に関

わっている学生が参加するカンファレンスを行

うことになった。グループワークを中心に活動

の振り返りを行うために，活動場所や内容が共

通である学生が，原則として５～６名でグルー

プを編成することになった。私は，松本中学校，

川崎市立中学校，小学校外国語活動，戸塚高校

定時制で学校ＡＴ的な活動をしているグループ

を担当することになった。現在参加している学

生は，松本中６名，川崎市立中６名，小学校５

名，戸塚高２名であるが，各グループごとに私

を含めて全員が都合の良い時に行うことにし

た。全員の授業の空き時間が共通していたのは

１グループだけで，他のグループは昼休みに行

うことにした。

　カンファレンスは月に１～２回行ってきた

が，昼休みだと昼食を取りながらになってしま

い，時間を十分に取ることができなかった場合

が多かった。それでも，前回以降の活動につい

て全員が一人ずつふり返りを発表するように

し，時間があれば私もできるだけ一人ひとりに

アドバイスやコメントを述べるようにしてき

た。また，他の学生から質問や感想などを言う

ように促してきたこともあり，徐々に充実した

グループワークになってきて，想像していた以
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上に学生一人ひとりの変化や成長の様子を把握

することができるようになったことが大きな収

穫であり楽しみにもなっている。

　②　学生の成長の様子

　小学校と中学校でＡＴを経験したＡさんの活

動報告レポートには次のようなことが書いて

あった。「中学生や高校生とは違って，わから

ないことが一つでもあると児童たちの顔は引き

つり，とても不安そうにします。児童の表情を

見れば理解度がすぐにわかることが多いように

思います。中学生や高校生はわからないことを

隠そうとするので，表情にあまり出さないこと

が多いと感じます」。子どもは，思春期に近づ

くにつれて自我が確立されるようになり，でき

ないことや失敗することを恥ずかしいと思う気

持ちが強くなるということを実感しており，小

学生は自分の気持ちを素直に出すが，中・高校

生になると本音を出さなかったり言わなくなっ

てくるということに気付いている。知り合いの

小学校の教員から「小学校教員の楽しさは，子

どもの反応がストレートで素直なことです」と

聞いたことがある。Ａさんは，校種の違う学校

での経験によって年齢による発達状況の違いを

的確に理解することができている。

　同様な活動経験をしたＢさんは，「高校で教

えるためには，小・中学校でどのような授業を

しているか文部科学省のホームページで調べた

り知り合いの教員などに聞けば表面上は理解で

きる。だが実際に生徒の反応や理解度，活動の

充実度など，目で見て体験してわかることも多

くある。そのような体験をしているだけでも，

高校での授業づくりに役立てていけるものがあ

ると考えている。」と書いている。彼らが将来

現場に立った時に，そうした経験を通して学ん

だことが授業や生徒理解などで役に立つときが

あるに違いないと思うとともに，教員をめざし

ている学生は，できるだけ複数の校種や活動内

容のボランティア活動をするべきだと思った。

　臨機応変な指導と生徒やクラスによって異な

る指導をする必要があることに気付いている学

生もいる。小学校外国語活動と普通授業でのＡ

ＴをしているＣさんは，「今学期，特に印象に

残ったことは，先生方の児童を理解した授業づ

くりの力です。児童の求めている面白い授業づ

くりへの工夫，どのような指示を出すと活動が

スムーズにできるか，何を優先して教えるべき

かの判断など，児童をしっかり理解しているか

らこそ行うことができる授業だと感じる場面が

たくさんありました。」「児童は何を必要として

いるのか瞬時に見極めて与えることができる

と，授業を充実したものにできるのだと感じま

した。あらかじめ児童を想定した授業づくりも

大切ですが，実際にやってみてその時の児童を

見ながら，臨機応変に対応していく力も大切だ

と改めて感じました。」などと書いている。授

業をする前に児童の現状を理解した上で授業計

画を立てることが大切であるということだけで

はなく，授業をする際には計画に固執すること

なく，児童の反応や理解状況などに臨機応変に

対応しながら進めていく柔軟さが大切であると

いうことに気付いている。それは，最近若い教

員や教員をめざす学生に求められている実践的

指導力の意味と大切さについて自ら理解したと

いうことになる。

　小学校と高校でＡＴをしているＤさんは，高

校での振り返りの中で次のように書いている。

「１学年は５クラスあり，私はそのうち２クラ

スに入っている。クラスごとに雰囲気がかなり

異なると感じる。１つ目のクラスは，とても元

気がよくこちらが指名せずとも生徒が自発的に

発言することが多い。そのためどのようなこと

に興味があるのか，どんなことを知っているの

かわかりやすい。もう一方のクラスの生徒は，

落ち着いていて話をじっくり聞いていることが

多い。指名して答えを求めると授業の進みが早

いと感じる。文化に関する問題よりも文法の問

題のほうが得意な様子である。問題プリントを

渡してもほとんどの生徒がすぐに解き終わる。」
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「クラスによって雰囲気や得意なことが異なる

ことがわかる。もちろん，生徒ごとにも違うと

思うが，クラス全体の特徴をつかんでおくこと

も大切だと思った。」生徒に合わせた授業計画

を立て，生徒一人ひとりの違いを理解した上で

授業を進めていくことも大切であるが，クラス

による違いや差を把握して上で臨機応変な対応

をする進め方をしていくことも大切だというこ

とに気付いている。

　教育実習生が，同じ学年の何クラスかを担当

して授業を行うと，同じ内容を同じ指導計画通

りに授業を進めていこうとしてもクラスによっ

て反応や理解度が異なり戸惑うことがよくあ

る。同じクラスでも日によって反応や雰囲気，

意欲などが異なることに戸惑うこともある。学

校ＡＴを経験することによって，現場で日常的

にみられるそのような様々な変化に気付き，ど

のように対応していくべきか考えながら授業を

進めることができるようになったことは大きな

成長である。カンファレンスでの発言や表情か

らも自信を持つようになったことが感じられ，

ボランティア活動を通して大きく変わることが

できた一人だと言える。

　中には１年生で学校ＡＴを希望してきて以来

約２年間活動を続けてきて，効果的な学習指導

や生徒指導をしていくためには日頃のコミュニ

ケーションと人間関係作りが需要であることを

理解し，実践することができるようになった学

生もいる。彼は，活動当初は中学生とうまくコ

ミュニケーションを取ることができずに悩んで

いた。何度か相談やアドバイスをしたことが

あった。その頃は，自信がなく口ごもるような

話し方をしていた。しかし，最近では自信も意

欲も格段に向上し，活動について明るく楽しそ

うに話すようになり，中学校の先生方からも成

長の様子を伺うことができるようになった。

おわりに

　この２年間，ボランティア活動に参加してい

る学生に接することによって，多くの学生が活

動を通して成長をする姿を見ることができ，現

場での経験が実践的指導力を身に付けるためだ

けではなく，意欲や自信を向上させ，教職の適

正を見極めるためにも役立つということを確認

することができた。

　さらに今年度は，JIN-KANA学習塾で個別

の学習支援をしている学生だけではなく，カン

ファレンスによって学校ＡＴをしている学生と

定期的に接することもでき，活動内容や場所に

よって身に付く知識や技能が違うことにも気づ

いた。個別の学習支援では，生徒一人一人の学

力や個性に応じた指導，コミュニケーシン能

力，生徒理解などの知識や技能について学び，

成長することができた学生が多かった。また，

学校ＡＴでは，一斉授業での学習指導，生徒指

導，特別支援教育，不登校生徒対応などの理解

や指導について学ぶことができており，教員同

士の連携と学校のチーム力の大切さや効果につ

いて的確に学ぶことができた学生も数名いた。

それらは，学校現場ですぐに必要とされる知識

や技能であるが，実践で生かせる知識や技能へ

高めていくためには，個別の学習支援と学校Ａ

Ｔのように，幅広い経験ができる複数の異なる

ボランティア活動を一定期間行うことが必要だ

と思う。今後，教員をめざす学生たちができる

だけ多くのボランティア活動を経験し，即戦力

となる教員として現場で活躍する日が来ること

を期待している。
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２．JIN-KANA学習塾に関わって 大場　裕二

はじめに

　私はJIN-KANA学習塾（以下「JIN-KANA」

と表記）が2013年８月末に発足した当初から，

入江先生からお声掛けをいただいて学生ととも

に中学３年生への学習支援にあたっている。

　中学生はその発達段階から心の中に様々な課

題を抱えてながら成長している。葛藤しながら

成長し続けている。さらに，JIN-KANAに参

加する生徒は，家庭環境など本人自らが解決で

きない課題を抱えていることが多い。このよう

な環境にある生徒を対象にすることで，学習支

援も単純に学習だけの支援に終わらない可能性

もある。

　そこで，JIN-KANAが発足する前の夏季休

業中に学生とともに具体的に「何をすればいい

のか」「どのようなことに気をつければいいの

か」などについて数回にわたって研修会を開き，

共通理解を図った。その中で，

　①学習の場であること

　②原則として個別学習を実施すること

　③学習時の座り方に注意を払うこと

　④生徒の話を聞く （受け止める）こと

　⑤生徒の学習状況を判断しながら学習内容を

決めて行うこと

　⑥高校入学試験に合格することを目標にする

こと

などを基本としてスタートした。所謂「生徒指

導」，「進路指導」は行わない（行えない）こと

も確認した。

　JIN-KANAスタート後も，学習終了後の打

合せ，研修会やミーティング等を開催し，情報

共有や課題解決に向けての取り組みを行うよう

にしてきた。また，学生は振り返りとしてレ

ポートを書き，それをもとに学校ボランティア

を行っている学生とともに行う報告会で発表を

している。

（１）JIN-KANAのスタート

　学習支援を通して学力向上を図り，それを学

習成績に反映させていくことがJIN-KANAの

第一の目的である。学力は単純に右肩上がりで

アップしていくものではない。上がったり下

がったり，それを繰り返しながら全体として伸

びていく。このようにして学力が伸びるには，

学習を継続的に繰り返して行うことが必要であ

る。成果がなかなか出なくても繰り返して学習

していくには，教員への信頼関係が成立してい

るかどうかも大きな要素になる。

　そこで，JIN-KANAでは生徒から十分に話

を聞くことに徹することを大事にしてきた。話

をしっかり聞き，受け止めることができると生

徒には安心感が生まれる。聞くことで生徒理解

も深まる。学生にも生徒に対する思いが深まっ

てくる。学生が生徒に正面から向き合っていく

ことで，生徒自身が自分を見つめ，将来をも考

えていくようになってくる。

　学習は，生徒と一対一の個別学習で行うこと

を原則としている。そこでは，机を挟んで真向

いの坐るのではなく， 90 の位置，あるいは横

並びに座ることを基本にした。生徒の話を聞く

ことを意識した環境づくりである。

　学習内容は基本的には入学試験教科である数

学，英語を中心にすることにした。生徒の学習

成績や希望にも応じて，他教科の学習も取り入

れている。その際，何を学習するのかを生徒と

確認しながら決めていくことが大切になる。例

えば，学校の提出物を出していない生徒には

JIN-KANAで提出物を完成できるようにした

り，帰国生徒であれば国語の読み書きなどを中

心に学習したりするようにした。そうすると，

生徒一人ひとりに合わせた適切な教材が必要に

なってくる。学生はできるだけ工夫して教材を

作成するようになる。JIN-KANAが始まる前
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の時間に学生は一室に集まり，この生徒には

「こういう教材を作ったけれど」「私はこうい

う風に作った」と自然な形での話し合いをしな

がら教材を作成していた。これが一人ひとりの

学生のよりよい工夫につながっていった。学生

は生徒を想定しての教材開発の工夫は貴重な体

験になったと思う。

（２）生徒の学び

　４年目に入ったJIN-KANA，学生は様々な

取り組みを工夫している。毎年，改善を加えて

少しずつ取り組みに変化が生まれている。その

一つに，出席した生徒がコメントシートを提出

することがあげられる。毎回生徒自身が学習し

たことを振り返り，次回の学習内容を確認する

ことを目的としている。当初は「感想文」と呼

んでいたものに少しずつ改良を加えてきた。学

習の終了時にコメントシートを書く作業を，学

生と話しながら行っている。次回の学習でやる

べきことが生徒自身の中で明確になっていくこ

とにつながっている。わずかなスペースにも文

章が書けなかった生徒には，書きやすいように

線を引いて「今月は２行書こう」「次は３行書

くようにしよう」と徐々に書く量を増やす工夫

をした学生もいる。その結果，生徒は長文が書

けるようになってきた。このコメントシートは，

生徒の学習意欲がより高まっていくことにつな

がっている。

　さらに，実際にこのJIN-KANAで学んだ多

くの生徒は成績を上げている。原則として中学

校３年生を対象としているので，目前に迫った

高校入試に向けて一生懸命学ぼうとする気持ち

が当然ある。その上，個別学習で，学習内容に

ついて少しでも「分かった」「できた」と実感

できる場面が増えてきたことが大きい。学生も

生徒の学習状況を把握しながら必要に応じて繰

り返しの学習をするなど，工夫しながら生徒と

接している。次の文は，生徒が少しずつでも学

習した成果を身に着けていくようすを喜ぶ学生

のレポートの一部である。（以下，学生のレポー

トの一部抜粋したものを四角の枠で囲んでい

る。アルファベットは学生のイニシャル）

　「俺は学校で一番バカだよ」とよく口に

していたＨくん。今でもそう口にすること

はありますが，「でも，（英語の）単語は覚

えられるようになった」と続けて言います。

（T.K）

　学校に提出するプリントを学生が一緒に学習

することで提出できるようになった生徒もい

る。解き方，答え方がわからず，宿題を提出で

きないままでいた生徒がしっかりと提出できる

ようになった。これによって，成績もアップし，

生徒が自信をもつようになったことも大きい。

　ところで，生徒にとってJIN-KANAはどの

ような存在なのか。将来不安もあって高校入学

に意欲を示さなかったある生徒が，学生が寄り

添うことで自分の将来を見つめ，高校受験に向

け意欲を示し，見事合格を果たした。そして，

高校生活を報告しにJIN-KANAまで顔を出す

こともあった。学生に思いを語ることのできる

安心感が学習成績の向上や，自分を見つめられ

ることにつながっている。

　中学３年生になって周りの生徒も勉強を

始め，本人も焦っていること，将来に向け

て何をしたらいいか分からないこと，時に

は私だけにしか言わない不安や相談を授業

中にしてくることもありました。（中略）

私は居場所としてのJIN-KANA学習塾を

強く意識するようになりました。 　（S.K）

　生徒の居場所としてのJIN-KANAは学生の

寄り添いによって成り立っていると言える。
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学習終了時に中学生が記入するコメントシート
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（３）学生の学び

　教員を目指す学生を中心にしてJIN-KANA
が成り立っている。生徒が学力を高め，生徒自

身が抱えるそれぞれの課題に自ら打ち勝ってい

こうとする力を少しでもつけていくことが，こ

のJIN-KANAの目的である。そのために学生

は生徒に寄り添い，生徒とともに学んでいく。

そして，目の前の課題を見い出し，解決に向け

て共に学んでいく姿勢を学生には身に付けてほ

しい。大変まじめで，気の優しい学生が多く集

まっているが，目的に向かっていく力強さを少

しでも身に付けてほしいと考えている。学生は

教育実習で自分の理想や学んだこととのギャッ

プを感じることがある。その意味でも，この

JIN-KANAで生徒とじっくり関わり合い，生

徒の思いや願いを多く聞くことができるのは大

きな財産になる。しかも，生徒の成長を間近に

見ることができる。例え教員になれなくても，

また，教員とは別な道を選んだとしても，ここ

JIN-KANAでの経験は貴重なものになると確

信している。

　①　教科指導

　これまで述べたように，学生は原則として一

対一で生徒に学習支援をしている。最初は多く

の学生が必死になって生徒に教えようとする。

この学生の一生懸命な，真面目な取り組み姿勢

は，少なくとも生徒に好影響を与えている。実

際に生徒は素直に学生の説明をよく聞いてい

る。この学生の姿勢は大変貴重なものである。

とはいえ，生徒の学習意欲向上や成績向上にな

かなか結びつかないこともあった。

　自分は生徒を中心に考えているつもりで

したが，教え方というところばかり意識し

てしまっていたのかもしれません。改めて

生徒との接し方を考えていかなければいけ

ないなと思いました。　　　　　　（M.M）

　しかし，月1回のミーティングや毎回の学習

の終了後に行う打ち合わせなどを通して，他学

生の学習支援の在り方も参考にしようとする動

きが学生の中に見えてきた。

　担当の生徒が欠席した際に，ほかの学生

が教えている姿を見学します。（中略）自

分の方法は「教える」という意識が強かっ

たのだと考えされられました。今後は，生

徒のもっている能力を引き出し支援ができ

る指導方法にしていきたい。　　　（M.M）

　このように，学生は「教える」ことの難しさ

を実感するが，工夫することによって確実に指

導法を進化させている。「教える」のではなく，

生徒が「学ぶ」意識をもつようにした学習をす

ることよって，例えば生徒自らが説明するなど

の学習法で，生徒に力をつけていった。

　まず，生徒に説明をさせることを増やし

ました。問題を解き終わったら，「どうやっ

て考えたか説明してみて」と問いかけ，解

き方を説明させることを増やしました。

（S.N）

　目標，到達点を示し，ドリルを効果的に取り

入れたり，自分で解ける問題を繰り返したりす

ることで，生徒が達成感をもち自信を持てるよ

うになった。

　be動詞や疑問詞，現在進行形などの基

本を，Ｓさんが「この問題なら解ける」と

自信がつくまで，限られた時間ではあるけ

れども，何度も繰り返して行うことが大切

だと思いました。　　　　　　　　 （T.K）

　また，生徒が「目標を持つ」「到達点を理解

する」ことが学習への集中力を高め，効果が大

きいことに学生は気付いてきている。しかし，

適切な目標を設定することが簡単にはできない



─ 203 ─

「学校ボランティア」13年の歩み

生徒も多い。そこで，生徒の思い，願いを大切

にしながら，生徒の目標設定の支援をする。具

体的に話を聞くことで共感もしやすい。これが

生徒にとって関心をもってもらっているという

安心感，信頼感につながっている。生徒が「な

ぜ，この学習をするのか」を意識し，「これが

できないから（これができるようになるため），

がんばってこれをやろう。」という生徒の言葉

になってくる。上記のコメントシートを毎回生

徒が書くことの意味がここにもあると思う。そ

して，「生徒が目標をどう具体化し，それを実

践していくか」を支援しようとする姿勢の学生

が増えてきたと思う。

　教材に工夫を加え，効果を出した学生もい

る。生徒一人ひとりの学習状況やニーズを理解

し，ふさわしい教材を考えるようになった。学

生の思いや予定，計画に生徒を合わせるのでは

なく，生徒の状況に合わせて学習支援をしてい

くことを自覚できるようになってきた。教材開

発は，教材そのものの開発とともに，提示の仕

方も工夫することで効果的になることにも気付

いてきた。

　（基本的人権カードを作って）少し手間

をかけるだけで，生徒の意欲を高めること

ができるのだと実感しました。（中略）教

材も作り方を工夫するだけでなく，その教

材の使い方も工夫しないと，教材の力を十

分に発揮できないということがわかりまし

た。　　　　　　　　　　　　　　　（E.I）

　今後，いい教材を創ったら，周囲に広げてい

く工夫も期待したい。さらに，ほめる場面を意

図的につくることの大切さを実感してきた。生

徒自身が，具体的には「できた」と思える状況

が必要である。ほめることにも技術が必要であ

る。そういったことにも，目を配ることができ

るようになってきた。

　問題を解けなかった時は，できている過

程までは褒めます。間違えていたところは

一緒に考えるようにしています。答えを教

えることは簡単にできます。しかし，それ

は生徒の為になりません。考えて解けた時

の喜びが一番自信につながると思います。

（R.N）

　そのためには，一番は「褒める」ことを

大切にしていこうと考えました。どこが良

かったかを具体的に示し，もしできていな

かったとしてもどこまで理解できているか

を明確にし，わからないところをわかるよ

うにしていくように心がけました。その結

果，少しずつ「やればできる」と思うよう

になってきてると思います。　　　（M.T）

　学生は自分の得意とする教科，自分が獲得し

ようとする教員免許の教科についてだけ学習支

援するのではない。生徒の学習状況によっては

苦手な教科も扱う必要がある。その際，学生自

身が学びながら，生徒と「共に学ぶ」，「一緒に

学習する」という姿勢が大切になってくる。共

に学ぶことによって，生徒も安心して学習に取

り組むことにつながっていく。

　②　生徒理解

　学生は担当を決めて生徒に学習支援をしてい

る。その大きな理由の一つに生徒理解がある。

学習支援を通して実際に成績向上が見られた

り，気持ちを聞いたりすることで生徒との信頼

関係を築くことにつながっている。時間をかけ

て，少しずつ信頼を得ていくその過程が学生に

とって貴重な体験であり，それを実感すること

の意味は大きい。

　生徒一人ひとりにはそれぞれの背景があ

ります。どんな困難を抱えているのか，反

対にどういうことなら自信をもっているの

かなど，しっかりと相手と向き合い，コ
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ミュニケーションをとる中で見つけていく

ことの大切さをＡさんと関わる中で実感し

ました。　　　　　　　　　　　　  （M.T）

　生徒の中には，進んで自分のことを話そうと

する生徒もいれば，話そうとしない生徒もい

る。JIN-KANAに来る生徒は話そうとしない

生徒の方が多いかもしれない。本当につらい思

いをしている生徒は，そのつらさを誰にも話せ

ないことが多い。聞いても「別に」「大丈夫です」

という言葉で終わってしまう。こういう生徒に

は「待つ」姿勢でじっくり接していく必要があ

る。時間をかけ，共感をもって「聞く」ことを

継続することで信頼関係を築くことにつながっ

ていく。実際，卒業間近に自分の複雑な生い立

ちを学生に語った生徒もいた。この生徒は担当

していた学生に絶大な信頼をおいていた。教員

を目指す学生にとっては，生徒に対する接し方

に自信を持ち，どのような配慮をすればよいの

かを考えるうえでの貴重な体験になったと思

う。

　「もっとＴさんと勉強したい」と心から

思うようになりました。生徒との関係をつ

くることで，自分の姿勢も変わってくるこ

とが分かったのです。（中略）生徒と会話

をして関係を作っていくことは，生徒だけ

でなく自分にとっても大切なことだと学び

ました。　　　　　　　　　　　　　（E.I）

　学生は生徒との関わりの中で自らが変わって

いくことの重要さに気付き始めている。教員が

変わることで生徒が成長していくことは，学校

でよくみられることである。

　また，生徒は，毎日同じ表情で来ることはな

い。毎日精神状態は違っている。学校で友人や

教員ともめたり，家で母親と喧嘩をしたり，

様々な理由で不機嫌なこともある。そのような

表情の変化を見つけるのも大切なことである。

生徒に関心をもっていれば気付くことが多い。

新たな発見もあるかもしれない。正面から生徒

と向き合うことで，その生徒にふさわしい接し

方を見つけることもできる。生徒を伸ばす言語

技術も伸ばすことにつながっていく。

　どの生徒にも関心をもち，「何とかしよう」

という姿勢をもって，素直に生徒に話しかけ，

生徒を受容しようとする姿勢が学生に身に付い

てきている。

　③　メンバーとの協働

　学校教育は組織力で効果を出す。チーム力が

大切である。JIN-KANAが組織をあげて，チー

ムとしての力を発揮するには，生徒にどう向き

合っていくか，どのような生徒を育成していく

のか等の方向性を一致させる必要がある。メン

バーそれぞれの個性・長所を生かすことで，

チーム力を伸ばすことにつながっていく。チー

ムとしての弱みを誰かが補うのではなく，メン

バー一人ひとりのよさを伸ばすことでチーム力

をあげていくことが必要である。

　そこで，JIN-KANAでは，月1回のミーティ

ングを実施したり，毎回の学習終了後に打ち合

わせを行ったりして，情報共有を図っている。

生徒に関する情報や学習指導についての方法な

ども話し合われる。最近は，教科ごとの話し合

いも行われるようになり，学習指導に関する話

し合いも増えてきた。

　また，夏にはキャンプ，冬には書初め大会，

スポーツ大会，そして卒塾式などの行事を実施

している。それぞれの行事については担当を決

め，企画，運営を図っている。全員で行事を運

営していく過程を経験させたいと考えている。

（４）課題

　学生の学びを積み上げていくことが難しい。

学生の活動は１年強から３年間となっている。

その中で，学び取ったこと，気づいたことを後

輩に伝えていくことが難しい。話し合いを大切
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にしながら共通理解を深め，運営を進めている

にもかかわらず，前年のよさを継続し，積み重

ねていくことがうまくできていない現実があ

る。

　①　学び合う集団としての質を高めること

　話し合いの時間は確保できているが，疑問や

気付きを素直に出せずに解決に向けての積み重

ねがなかなかできない。「自分はこうしたいん

だ」という本音での意見のぶつけ合いができて

いない。他人の意見をきちんと受け入れ，自分

の意見をそれにぶつけながら，新しいものを

創っていくことが学び合うことにつながる。生

徒についての関心をもっと高め，気づきを素直

に発言してほしいが，うまく機能していない。

それを学生自身も自覚をしている。

　過去には学生の中でうまく連携がとれて

いなかったことが，トラブルの原因になっ

たことが何度かあり，共に活動している者

同士のコミュニケーションの必要性を強く

感じています。　　　　　　　　　 （Y.S）

　行事の運営，教科ごとの打合せ等の様々な場

面を通して，学生のコミュニケーション力の向

上に努めていきたい。

　さらに，係活動や行事など，学生は仕事分担

をしているが，分担をすると任せっぱなしにな

る傾向が強い。自分の分担が他の分担とどうつ

ながるのかを考えられていない。他の分担と絡

み合わないことが多い。生徒の学力を伸ばすた

めによりよい方法を考えたり，行事を皆が楽し

むためにどうするのかを考えたりしたことを全

体のものにする力をつけていきたい。組織的に

動くことの重要性を理解した活動を今後期待し

たい。

　②　スムーズな新体制への移行

　高校入試の合格発表後の３月，２年生の生徒

が新しく入塾してくる。学生も新４年生を中心

とした体制に移行していく。JINN-KANAが

スタートした時は学生の間で運営などについて

の共通理解を図ってきた。しかし，現在は休み

の期間がないまま継続して新生徒が入塾してく

る。学生も４月以降に参加する者が多い。した

がって，全員で時間をとって研修し，これまで

の積み重ねを学習し，共通理解を図る時間がと

りにくい現状がある。工夫が求められていく。

　③　幅広い学習

　生徒の現状から，複数教科（できたら３教科

以上）を自信をもって担当できるように学生は

積極的に学習してほしい。実際に学校では，ど

の教科であろうと学級担任として，あるいは学

年所属の教員として，補充学習にあたることが

多い。特に英語・数学の学習を指導する場面は

多い。教員採用試験でも一般教養として出題さ

れる。さらに，自分が獲得をめざす免許教科に

ついても，幅広い知識があった方が教材開発が

しやすくなる。そこで，読書を含め，学生には

幅広い学習を望みたい。

おわりに

　学生が生徒とこれほど近くで接する機会は多

くはない。教員を目指す学生にはもっと積極的

に参加してほしいと願っている。学部での学習

や生活のためのアルバイトなどのこともある

が，ぜひとも多くの学生に参加してほしい。そ

して，何より生徒には安心してJIN-KANAに

参加し，学力向上を実現し，目指す高校に入学

し，充実した生活を送ってほしい。学生には生

徒の学力を伸ばすことを通して，生徒理解を深

め，よりよい教員を目指してほしい。

　実際に，ここJIN-KANAで学力を伸ばし，
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高校生活を充実したものにした生徒は多い。そ

ういう生徒を一人でも増やすことを今後も大切

にしていきたい。さらに，ここで活動した学生

も貴重な学びを経験し，教員の第一歩を歩んで

いる者もいる。学校ボランティアでは学びにく

い，生徒との密接なかかわりの中で得られる体

験は貴重なものである。インターンシップの在

り方を幅広くとらえとき，この取り組みの意義

は一層深まると考えている。そういう意味で，

この活動を継続し，さらに発展させていきたい

と考えている。

　なお，JIN-KANAに参加する生徒は神奈川

区から大学に連絡が来るので，在籍校には連絡

がいかない。その中で，「今日，大学に勉強し

に行くんだ。」喜々として級友や教員に話す生

徒もいる。その逆に，保護者の中には在籍校を

はじめ，他人にJIN-KANAへの参加を知られ

たくないという思いをもつ場合もある。個々の

事情等に十分配慮し，個人情報の扱いについて

は一層留意しなくてはならない。
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＊本稿のⅠとⅡは，入江直子「『学校ボランティ

ア』10年の歩み」（『神奈川大学　心理・教

育研究論集』第35号）に加筆修正したもの

であり，ⅢとⅣは，「その後の3年の歩み」

について書き加えたものである。なお，Ⅲは

入江，Ⅳは，齋藤　元・大場裕二が執筆した。

[注]

（1） 2004年度から現在（2016年度）までの学

校ボランティアの概略（ボランティア学校

数・学生数・通信発行状況など）については，

資料①の年表参照

（2） JYSP BULLETIN創刊号（2010.11.4）（資

料④－1）

（3） JYSP BULLETIN 第 4号（2011.7.1）（ 資

料④－4）

（4） JYSP BULLETIN第5号（2011.10.1）（資

料④－5）

（5） 資料②参照

（6） JYSP BULLETIN第2号（2011.1.1）及び

第3号（2011.3.1）（資料④－2, ④－3）

（7） その後の「学校ボランティア通信」は，活

動先ごとに作成した通信をまとめて年に2回

発行された（2015年度まで，2016年度は1回）。

（8） 2005－2014年度の「通信」の合本として『学

校ボランティアの軌跡』（神奈川大学横浜キャ

ンパス教職課程）がある。なお，本論集掲載

の鈴木英夫「教職課程における学校ボラン

ティアの効用について」は，「通信」を分析

したものである。

（9） 資料②参照

（10）詳しくは，本稿Ⅳ－２（大場裕二「JIN-
KANA学習塾に関わって」）参照

（11）JIN-KANA学習塾の現場責任者である塩

田勲氏（資格教育課程課）からの情報による。

（12）詳しくは，本論集掲載の本間利夫「学生・

教員が共に成長する場を求めて」参照

（13）詳しくは，本稿Ⅳ－１（齋藤　元「活動の

ふり返りを通して学ぶ『カンファレンス』の

取り組み」）参照
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「学校ボランティア」13年の歩み（年表）

特徴ある取り組み 学校数 学生数 ボランティア通信

2004 1 浅間台小 3

2005 2 浅間台小，寺尾小 6 No.1

2006 5 浅間台小，寺尾小，大口

台小，栗田谷中，戸塚中

10 No.2, No.3, No.4

2007 ・学校ボランティア報告会

・学校ボランティア情報交流会

7 浅間台小，寺尾小，大口

台小，栗田谷中，松本中，

戸塚中

22 No.5, No.6, No.7

2008 ・授業「学校ボランティア演習」 10 浅間台小，寺尾小，大口

台小，下末吉小，栗田谷中，

松本中，戸塚中，老松中

33 No.8, No.9, No.10,
No.11

2009 ・学校ボランティア相談会

　（ボランティア学生募集）

12 浅間台小，大口台小，太

尾小，白幡小，

栗田谷中，松本中，戸塚中，

老松中，六角橋中

41 No.12,No.13,No.14

2010 ・JYSP ①学校ボランティア 13 神奈川中，白幡小，大口

台小，浅間台小，二谷小，

栗田谷中，松本中，戸塚中，

老松中

44 No.15,No.16,No.17
No.18

②青少年の居場所

③のびのび楽習塾

7

2011 ・JYSP ①学校ボランティア 13 神奈川中，白幡小，大口

台小，二谷小，

神橋小，中丸小，汐入小，

栗田谷中，松本中，戸塚中，

老松中，港中

51 「学校ボランティア

通信 2011 年度」

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

②青少年の居場所

③のびのび楽習塾

・神奈川区役所と「連携推進協

定」締結

・「市長とのぬくもりトーク」

5

14

2012 ・JYSP ①学校ボランティア 14 神奈川中，白幡小，大口

台小，二谷小，

神橋小，汐入小，栗田谷中，

松本中，六角橋中，戸塚中，

老松中，港中，寛政中

41 「学校ボランティア

通信」2012 年 7 月

号・2013 年 2 月号

②青少年の居場所

③のびのび楽習塾

・「1 年間の学校ボランティア

を条件とした母校外実習」

4

15

資料①
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特徴ある取り組み 学校数 学生数 ボランティア通信

2013 ・JYSP ①学校ボランティア 14 白幡小，大口台小，二谷小，

神橋小，中丸小，南神大

寺小，神奈川中，栗田谷中，

松本中，六角橋中，老松中，

港中，戸塚中，戸塚高（定）

44 「学校ボランティア

通信」2013 年 7 月

号・2014 年 2 月号

②青少年の居場所

③のびのび楽習塾

④ JIN-KANA 学習塾

・生活困窮家庭の中学

3年生の学習支援

・横浜市教育委員会と「連携の

ための包括協定」締結

6

18

19

2014 ・JYSP ①学校ボランティア

・若手現職教員と何でも語ろう

会（11 月，栗田谷中）

14 白幡小，大口台小，二谷小，

神橋小，南神大寺小，神

奈川中，栗田谷中，松本中，

六角橋中，老松中，戸塚中，

戸塚高（定）

46 「学校ボランティア

通信」2014 年 7 月

号・2015 年 2 月号

②青少年の居場所

③のびのび楽習塾

④ JIN-KANA 学習塾

4

20

21

2015 ・JYSP ①学校ボランティア

・現職教員と何でも語

ろう会（2016年 2月，

松本中・六角橋中）

14 白幡小，大口台小，二谷小，

神橋小，南神大寺小，神

大寺小，神奈川中，栗田

谷中，松本中，六角橋中，

港中，戸塚中，戸塚高校

（定），横浜総合高校

41 「学校ボランティア

通信」2015 年 7 月

号・2016 年 2 月号

②青少年の居場所

③のびのび楽習塾

④ JIN-KANA 学習塾

・大学基準協会の認証評価にお

いて，「社会貢献活動」とし

て良い評価を受ける

・神奈川区役所より感謝状授与

→学内社会活動部門の学生表

彰を受ける

3

20

24

2016 ・JYSP ①学校ボランティア

・ボランティア活動先

別カンファレンス

・若手現職教員と何

でも語る会（11 月，

栗田谷中）

14 栗田谷中，松本中，六角

橋中，神奈川中，港中，

（川崎市立）西高津中，東

高津中，京町中，犬蔵中，

白幡小（土曜塾），齋藤分

小，神橋小（外国語活動），

戸塚高校（定），岸根高校

36 「学校ボランティア

通信」2017 年 1 月

号

②青少年の居場所

③のびのび楽習塾

・生活困窮家庭の中学

1・2年の学習支援も

④ JIN-KANA 学習塾

3

13

16
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